
117　『太平記秘伝理尽鈔』における倫理と欲望

『
太
平
記
秘
伝
理
尽
鈔
』
に
お
け
る
倫
理
と
欲
望
─
〈
聖
人
・
釈
迦
「
賊
」
論
〉
を
め
ぐ
っ
て

─

山
本

　
晋
平

は
じ
め
に

　

慶
長
・
元
和
頃
ま
で
に
は
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
『
太
平
記
秘

伝
理
尽
鈔
』（
以
下
『
理
尽
鈔
』
と
略
称
）
は
、
鎌
倉
幕
府
の
滅
亡
か
ら

南
北
朝
の
動
乱
を
描
く
軍
記
物
語
で
あ
る
『
太
平
記
』
の
詞
章
に
、

多
様
な
観
点
か
ら
の
「
評
」
と
異
伝
・
補
説
な
ど
の
「
伝
」
が
加
え

ら
れ
た
軍
記
評
判
の
書
で
あ
る
。『
理
尽
鈔
』
の
研
究
は
、
加
美
宏

氏
が
研
究
の
必
要
性
を
提
起
し
て
以
来
大
き
く
進
展
し
、『
太
平
記
』

の
受
容
史
の
観
点
か
ら
近
世
の
武
士
層
や
史
書
へ
の
浸
透
の
様
相
を

論
じ
た
同
氏
の
考
察（

（
（

や
、
後
述
す
る
若
尾
政
希
氏
に
よ
る
政
治
思
想

史
か
ら
の
考
察
な
ど
、
本
書
の
様
々
な
影
響
の
実
態
が
明
ら
か
に
さ

れ
た
。
特
に
、
作
品
論
か
ら
諸
本
系
統
や
書
誌
的
問
題
、
さ
ら
に
は

膨
大
な
関
連
書
・
派
生
書
と
の
関
係
に
至
る
ま
で
幅
広
く
論
じ
た
今

井
正
之
助
氏
の
研
究
は
、
現
在
の
『
理
尽
鈔
』
研
究
の
到
達
点
と
い

え
る（

（
（

。
し
か
し
、
総
体
と
し
て
の
本
書
の
思
想
や
、
そ
れ
を
成
り

立
た
せ
て
い
る
構
想
や
方
法
な
ど
の
内
部
世
界
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

い
ま
だ
追
究
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
は
そ
の
一
斑
の
解
明

を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

　
『
理
尽
鈔
』
の
内
容
に
つ
い
て
は
、「
太
平
記
之
評
判
者
、
武
略
之

要
術
・
治
国
之
道
也
」（
四
十
付
載
奥
書
）
と
あ
る
よ
う
に
、
兵
法
論

や
政
治
論
を
展
開
す
る
点
に
本
書
の
特
色
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
翻

っ
て
巻
第
一
の
『
太
平
記
』「
序
」
の
解
釈
に
注
目
し
た
い
。
以
下

に
は
本
書
の
目
的
意
識
が
表
れ
て
い
る
。
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夫ソ
レ

『
太
平
記
』
ハ
、
異イ

国コ
ク

・
本ホ

ン

朝テ
ウ

、
往ソ

ノ

昔カ
ミ

ノ
是ゼ

非ヒ

ヲ
顕ア

ラ
ハシ

テ
後コ

ウ

昆コ
ン

ノ
誡イ

マ
シメ

ト
セ
リ
。
上
代ダ

イ

ハ
文ブ

ン

ヲ
専モ

ツ
パラ

ト
シ
テ
道ミ

チ

ヲ
行ヲ

コ
ナヒ

、
身ミ

ヲ
修ヲ

サ
メメ

ン
ト
、
人
皆ミ

ナ

嗜タ
シ
ナミ

シ
故ユ

ヱ

ニ
、（
中
略
）
文
ヲ
学マ

ナ

バ
ン
事
ヲ

専モ
ツ
パラ

ト
セ
リ
。
然シ

カ

レ
ド
モ
道
ノ
道
ナ
ル
ハ
稀マ

レ

ニ
、
無ブ

道タ
ウ

ノ
者モ

ノ

ハ

多
シ
。
所イ

ハ

謂ユ
ル

孔
子
モ
時
ニ
遇ア

ハ
ズ
。
顔ガ

ン

回ク
ハ
イモ

短タ
ン

命メ
イ

ナ
リ
シ
。
然

レ
ド
モ
（
中
略
）
三
綱カ

ウ

五
常ジ

ヤ
ウノ

名
ヲ
知
ラ
ザ
ル
ハ
ナ
シ
。（
中
略
）

此コ

ノ
比コ

ロ

ノ
人
ハ
、
文ブ

ン

ノ
名
ヲ
モ
不
レ

知シ
ラ

。
況イ

ハ
ンヤ

邪ジ
ヤ

正シ
ヤ
ウヲ

弁ワ
キ
マヘ

ン

ヲ
ヤ
（
何
ぞ
邪
正
を
弁
ん
や
─
校
・
異
）。
国
ヲ
領リ

ヤ
ウス

ル
ノ
人
、
如

ゴ
ト
ク

レ

是カ
ク
ノ、

何ナ
ン

ゾ
イ
ヤ
シ
キ
ヤ
。
此コ

レ
等ラ

ニ
道
ヲ
知
ラ
セ
ン
ガ
為タ

メ

（
中
略
）
其
ノ
善ゼ

ン

悪ア
ク

ヲ
評

ヒ
ヤ
ウ

判バ
ン

シ
、
大ダ

イ

海カ
イ

ノ
一
滴テ

キ

ニ
ナ
ゾ
ラ
ヘ
テ
、

物モ
ノ

ノ
意
ヲ
教ヲ

シ

ヘ
タ
ラ
ン
ハ
、
九キ

ウ

牛〴
〵

ガ
一
毛モ

ウ

ホ
ド
モ
無ブ

道タ
ウ

ヲ
止ヤ

ム

ル
事
モ
ヤ
ト
計バ

カ

リ
也
。（
一
・
六
裏
〜
七
表
・
な
し
）

　

こ
れ
に
よ
る
と
、『
理
尽
鈔
』
が
目
指
し
て
い
る
の
は
「
上
代
」

の
人
々
と
は
異
な
る
「
此
ノ
比
ノ
人
」、
特
に
「
国
ヲ
領
ス
ル
」
為

政
者
に
「
善
悪
ヲ
評
判
」
し
て
「
邪
正
」
を
弁
え
さ
せ
、「
無
道
」

を
止
め
る
こ
と
、
そ
し
て
当
代
に
「
道
」
を
敷
衍
し
、
浸
透
さ
せ
る

こ
と
と
い
え
る
。「
三
綱
」（
君
臣
・
父
子
・
夫
婦
）
や
「
五
常
」（
仁
・

義
・
礼
・
智
・
信
）
の
語
、
ま
た
「
孔
子
」
や
そ
の
高
弟
で
あ
る
「
顔

回
」
の
名
が
見
え
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
の
「
道
」
は
儒
学
の
倫
理

観
念
が
踏
ま
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、「
君
ハ
臣シ

ン

ヲ
遣ツ

カ

ウ
ニ
恩
ヲ

以
テ
シ
、
臣
ハ
君キ

ミ

ニ
事ツ

カ

フ
ル
ニ
忠
ヲ
以
ス
」（
三
十
五
・
末
・
九
十
八

表
・「
評
」）
や
、「「
子
ハ
親ヲ

ヤ

ノ
禍ト

ガ

ヲ
不ズ

レ

謂イ
ハ

（
謂
ざ
れ
─
校
・
異
）、
親ヲ

ヤ

ハ

子
ノ
悪ア

ク

ヲ

不
（
ざ
れ
─
校
・
異
）レ

顕ア
ラ
ハ
サ」

ノ
本ホ

ン

文モ
ン

ア
リ
」（
十
一
・
一
裏
・「
評
」）
な
ど
、

『
論
語
』
に
類
似
す
る
文
言
が
見
ら
れ
る
点
か
ら
も
窺
わ
れ
る（

（
（

。

　

さ
ら
に
、
内
面
的
規
範
と
し
て
の
「
道
」
は
、
次
の
よ
う
に
儒
学

で
の
み
説
明
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

経キ
ヤ

家ウ
ケ

ニ
テ
評
セ
バ
、
何
モ
恩ヲ

ン

ヲ
受
ケ
テ
ア
タ
ヲ
以
テ
報ホ

ウ

ズ
ル

ハ
、
永ナ

ガ

ク
三
悪ア

ク

道ダ
ウ

ヲ
不
レ

出イ
デ

ト
説
タ
リ
。
主
ニ
無ナ

ク
レ

忠チ
ウ

親ヲ
ヤ

ニ
不ザ

ル

レ

孝カ
ウ
セ（

す
ら
─
校
・
異
・
補
）
大
罪
也
。
況イ

ハ
ンヤ

欲
ニ
忘
レ
テ
主
ヲ
敵

ニ
討
タ
セ
シ
ハ
大
罪
ナ
ル
ヲ
ヤ
（
打
た
せ
し
大
罪
を
や
─
校
・
異
）。

永
ク
阿ア

鼻ビ

ノ
極ゴ

ク

苦ク

ニ
堕ダ

シ
ナ
ン
ト
最イ

ト

歎ナ
ゲ

カ
シ
。
若
シ
神カ

ミ

ノ
意コ

ヽ
ロヲ

以
［
テ
］
セ
バ
、
無ブ

道
ノ
中
ノ
第
一
タ
リ
。
一
身シ

ン

ノ
事
ハ
然シ

カ

ナ

リ
。
子シ

〳
〵々

孫ソ
ン

々〳
〵

マ
デ
永エ

イ

代ダ
イ

悪ア

シ
カ
リ
ナ
ン
ズ
ル
ゾ
。
可キ
二

心
得
一

事
ニ
ヤ
。（
十
一
・
一
裏
〜
二
表
・「
評
」）

　

儒
学
に
お
け
る
君
恩
に
対
す
る
不
忠
、
親
に
対
す
る
不
孝
、
欲

に
よ
る
忘
恩
の
不
可
が
、「
経
家
」
に
お
い
て
は
「
三
悪
道
」
に
堕

ち
、「
神
ノ
意
」
か
ら
す
れ
ば
「
無
道
」
と
し
て
「
一
身
」
か
ら

「
子
々
孫
々
」
に
至
る
「
永
代
」
の
悪
と
さ
れ
る
。
全
体
の
文
脈
に

お
い
て
も
、「
凡
ソ
人
タ
ル
者
ハ
、
一
言ゲ

ン

ノ
約ヤ

ク

ヲ
不ザ

ル
レ

変ヘ
ン
ゼヲ

以
テ
道

ト
ス
」（
六
・
六
十
表
・「
評
」）
や
、「
以テ
レ

私ヲ

公
儀
ヲ
軽カ

ル

シ
ム
ル
ハ
（
遺

す
る
は
─
校
・
異
＝
天
理
本
）、
人
タ
ル
者
ノ
セ
ザ
ル
所
也
」（
九
・
四

表
・「
評
」）、
ま
た
「
義
、
勝カ

ツ
レ

欲ニ

ハ
道
也
、
欲
、
勝ツ
レ

義

ハ
（
に
─
校
・
異
・
補
）非ズ

レ

道ニ（
に
し
も
─
校
・
異
）

」（
十
一
・
一
裏
・「
評
」）
な
ど
、「
国
家
」・「
主
」
か
ら
受
け
る

扶
助
や
「
恩
」
に
対
す
る
奉
仕
の
観
点
か
ら
、
一
度
結
ん
だ
約
束
を
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119　『太平記秘伝理尽鈔』における倫理と欲望

違
え
ず
、「
私
」・「
欲
」
よ
り
「
公
」・「
義
」
を
優
先
す
べ
き
こ
と

が
「
道
」
の
内
容
と
し
て
説
か
れ
て
い
る（

（
（

。
そ
の
点
か
ら
も
儒
・

仏
・
神
の
三
教
は
、『
理
尽
鈔
』
に
お
け
る
人
の
あ
る
べ
き
あ
り
方

と
し
て
の
「
道
」
の
理
論
的
基
礎
を
な
す
も
の
と
い
え
る
。

  

と
こ
ろ
が
『
理
尽
鈔
』
巻
第
二
十
四
に
は
、
あ
る
「
禅
師
」
の

発
言
と
し
て
、〈
聖
人
や
釈
迦
は
自
ら
が
世
を
う
ま
く
渡
る
た
め
に

「
五
常
」
や
「
仏
法
」
を
説
い
た
「
賊
」
で
あ
る
〉
と
主
張
す
る
箇

所
が
あ
る
。
若
尾
氏
は
、
こ
の
「
禅
師
」
の
発
言
内
容
を
「
太
平
記

読
み
」
の
結
論
と
捉
え
、「
人
は
誰
し
も
（
聖
人
や
釈
迦
で
さ
え
）
利
己

心
が
あ
り
賊
た
る
こ
と
を
免
れ
え
な
い（

（
（

」
と
し
、「
他
人
に
よ
く
す

る
の
も
他
人
に
好
か
れ
ん
た
め
で
あ
る
と
い
い
、
親
子
・
君
臣
・
他

人
と
い
っ
た
日
常
の
基
本
的
人
間
関
係
に
も
、
そ
の
「
根
本
」
に
は
、

見
返
り
を
求
め
る
心
、「
今
日
の
境
界
を
助
ん
と
思
」
う
心
、
う
ま

く
世
を
渡
ろ
う
と
す
る
心
が
潜
ん
で
い
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
禅

師
は
、
主
従
関
係
、
親
子
・
他
人
の
関
係
は
打
算
に
基
礎
づ
け
ら

れ
て
い
る
、
聖
人
や
釈
迦
も
功
利
性
を
免
れ
な
い
、
聖
人
・
釈
迦
の

教
説
で
あ
る
儒
学
・
仏
教
も
世
渡
り
の
術
だ
と
主
張
し
て
い
る
の
で

あ
る（

（
（

」
と
論
じ
て
い
る
。
そ
し
て
儒
・
仏
・
神
の
三
教
は
、「
個
々

人
に
社
会
や
国
家
に
対
す
る
没
我
的
献
身
を
要
求
し
」、「
無
私
の
奉

仕
へ
と
人
々
を
誘
い
導
く
」
も
の
で
あ
り
、「
倫
理
的
効
能
の
面
か

ら
の
み
評
価
さ
れ（

（
（

」
る
こ
と
で
、
領
民
支
配
や
国
家
統
治
の
た
め
の

「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
装
置（

（
（

」
と
し
て
機
能
す
る
と
位
置
づ
け
て
い
る（

（
（

。

　

以
上
を
踏
ま
え
て
若
尾
氏
は
、
十
八
世
紀
の
思
想
家
で
あ
る
安

藤
昌
益
（
一
七
〇
三
〜
一
七
六
二
）
が
、『
理
尽
鈔
』
の
類
縁
書
で
あ
る

『
太
平
記
大
全
』
を
熟
読
し
、『
博
聞
抜
粋
』
な
る
抜
粋
集
を
作
成
し

た
こ
と
、
そ
れ
に
よ
り
昌
益
が
『
太
平
記
大
全
』
か
ら
『
理
尽
鈔
』

を
摂
取
し
、
自
己
の
思
想
を
形
成
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る（

（1
（

。

『
博
聞
抜
粋
』
に
は
「
禅
師
」
の
発
言
箇
所
も
引
用
さ
れ
て
い
る
点

か
ら
、
氏
は
昌
益
が
こ
の
主
張
に
基
づ
き
、
後
の
『
自
然
真
営
道
』

（
稿
本
・
刊
本
）
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
な
諸
学
問
の
創
始
者
に
対
す
る

「
不
耕
」・「
貪
食
」・「
盗
食
」
批
判
を
展
開
し
、
学
問
の
「
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
暴
露（

（1
（

」
を
行
っ
た
と
論
じ
て
い
る
。
氏
の
研
究
は
、『
理
尽

鈔
』
が
姿
を
変
え
な
が
ら
一
世
紀
を
経
て
も
積
極
的
に
読
ま
れ
、
一

人
の
思
想
家
の
思
想
形
成
に
影
響
を
与
え
た
実
態
を
示
し
た
点
で
貴

重
で
あ
る
。

　
『
理
尽
鈔
』
に
お
け
る
内
面
的
規
範
と
し
て
の
「
道
」
が
国
家
統

治
の
機
能
と
成
り
得
る
こ
と
は
確
か
に
首
肯
で
き
る
。
し
か
し
、
昌

益
の
理
解
の
よ
う
に
、「
道
」
の
内
実
が
創
始
者
た
る
聖
人
や
釈
迦

の
渡
世
の
方
便
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
も
は
や
利
益
を

得
る
た
め
の
形
式
的
な
作
法
に
過
ぎ
ず
、
そ
こ
に
倫
理
的
な
価
値
は

存
在
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
先
述
の
通
り
、『
理
尽
鈔
』
の
「
道
」

に
は
儒
・
仏
・
神
の
三
教
の
観
点
か
ら
過
剰
な
利
欲
の
追
求
を
「
無

道
」
と
批
判
す
る
志
向
が
あ
る
。
よ
っ
て
、
聖
人
や
釈
迦
が
世
を
う

ま
く
渡
る
た
め
に
「
道
」
を
説
い
た
と
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
ま
さ
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に
そ
の
功
利
性
に
よ
っ
て
彼
ら
自
身
が
「
無
道
」
の
存
在
と
し
て
批

判
の
対
象
と
な
る
、
と
い
う
矛
盾
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。

　

以
上
の
点
か
ら
、「
道
」
を
説
く
存
在
で
あ
る
聖
人
・
釈
迦
を

「
賊
」
と
す
る
、
こ
の
〈
聖
人
・
釈
迦
「
賊
」
論
〉
の
位
置
づ
け
が

き
わ
め
て
重
要
な
問
題
と
な
る
。
と
り
わ
け
、「
道
」
の
象
徴
的
存

在
で
あ
る
聖
人
や
釈
迦
が
、『
理
尽
鈔
』
全
体
の
中
で
ど
の
よ
う
な

位
相
に
あ
る
の
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
聖
人

や
釈
迦
の
教
え
に
立
脚
し
た
「
道
」
を
人
間
関
係
の
規
範
に
据
え
る

『
理
尽
鈔
』
の
倫
理
観
を
問
う
こ
と
に
も
繫
が
る
。
そ
こ
で
本
稿
で

は
、
巻
第
二
十
四
に
お
け
る
「
禅
師
」
の
主
張
で
あ
る
〈
聖
人
・
釈

迦
「
賊
」
論
〉
を
中
心
に
再
検
討
し
、『
理
尽
鈔
』
に
お
け
る
こ
の

議
論
の
持
つ
意
義
と
、
聖
人
と
釈
迦
の
倫
理
的
価
値
に
つ
い
て
明
ら

か
に
し
た
い
。

一　
〈
聖
人
・
釈
迦
「
賊
」
論
〉
の
再
検
討

　

問
題
と
な
る
「
禅
師
」
が
登
場
す
る
の
は
、
巻
第
二
十
四
の
「
天

龍
寺
建
立
事
」
で
あ
る
。『
太
平
記
』
で
は
、
武
家
が
豪
奢
な
生
活

で
散
財
し
、
諸
国
に
は
飢
饉
・
盗
賊
・
兵
乱
が
止
ま
な
い
中
、
夢
窓

疎
石
が
後
醍
醐
天
皇
の
怨
霊
を
鎮
め
る
た
め
に
寺
院
建
立
を
足
利
直

義
に
提
案
、
こ
れ
に
よ
り
夢
窓
を
開
山
と
す
る
天
龍
寺
が
建
立
さ
れ

る
。『
理
尽
鈔
』
の
「
評
」
で
は
、
国
師
は
仏
戒
で
国
の
乱
を
払
い
、

慈
悲
に
専
心
す
べ
き
と
こ
ろ
を
、
今
の
国
師
の
夢
窓
は
そ
の
責
務
を

果
た
し
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
多
数
の
「
禍
」
が
あ
る
と
し
て
強
く
批

判
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
こ
の
批
判
的
論
評
の
後
に
、
夢
窓
の
弟
子
で
あ
っ

た
坊
城
大
納
言
経
顕
が
、
あ
る
「
禅
室
」
を
訪
ね
て
夢
窓
の
天
龍
寺

建
立
を
祝
っ
た
と
い
う
「
其
比
」
の
逸
話
が
続
く
。
こ
の
「
禅
室
」

の
「
住
持
」
で
、
坊
城
経
顕
と
「
物
語
」
を
し
た
と
さ
れ
る
人
物
こ

そ
が
「
禅
師
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
「
禅
師
」
は
、「
夢
窓
、
吉
野
ノ

先
帝
ノ
怨
霊
ノ
天
下
ニ
災
ヲ
下
シ
給
フ
ナ
ン
ト
、
将
軍
ノ
御
兄
弟
ヲ

タ
ボ
ラ
カ
シ
、
一
宇
ノ
精
舎
ヲ
建
立
ス
ル
事
（
中
略
）
売バ

イ

僧ソ
ウ

ノ
行フ

ル

跡マ
イ

ゾ
カ
シ
」（
八
表
）
と
、
夢
窓
の
天
龍
寺
建
立
を
批
判
す
る
。
自
ら
の

師
を
批
判
さ
れ
た
経
顕
は
機
嫌
を
損
ね
、「
伽ガ

藍ラ
ン

建コ
ン

立リ
ウ

ノ
為
ニ
テ
候

ヘ
バ
、
法
師
ノ
上
ニ
ハ
最イ

ト

似ニ

相ア

イ
テ
コ
ソ
候
ヘ
。
道
ヲ
立タ

ツ
ル
モ
業ハ

ザ

ヲ
ナ
ス
モ
、
皆
今
日
ノ
境
界
ノ
上
ニ
テ
候
ハ
ズ
ヤ
」（
八
表
）
と
反
論

す
る
。
こ
れ
を
受
け
て
「
禅
師
」
は
あ
る
教
説
を
展
開
す
る
。

①
Ａ�

凡
於
レ［
二
］吾ワ

ガ
宗シ

ウ
ニ［

一
］境
界
余ア

マ

多タ

候
中
ニ
誡イ

マ
シメ

（
賊
─
十
八
冊
本
）

ノ
境
界
ト
申
事
侍
ル
。
此
意コ

ヽ
ロヨ

リ
見
テ
候
ヘ
バ
、
先
震
旦
ノ
聖

人
共
ノ
五ゴ

ヂ

常ヤ
ウ

ノ
道
ヲ
立タ

ツ
ル
事
、
諸
人
ヲ
安ア

ン

穏ヲ
ン

ニ
セ
ン
ガ
為
也
。

其
根コ

ン

本ポ
ン

ハ
我
レ
能ヨ

ク
世
ヲ
渡ハ

タ

ラ
ン
ト
思
フ
所
ニ
有
リ
。
諸
人
我

ガ
謂モ

ノ
イヒ

信シ
ン

ズ
ル
則ト

キ

ン
バ
、
国
不ズ

レ

乱
。
五
常
不ザ

ル
レ

乱
則
バ
、
国ク

ニ

ニ
難ナ

ン

ナ
シ
。
民タ

ミ

和ク
ハ

ニ
ホ
コ
レ
リ
。
其
時
ハ
我
レ
ハ
師シ

ト
被
レ

謂イ
ハ

テ
諸
人
ニ
崇ソ

ウ

敬キ
ヤ
ウセ

ラ
ル
ヽ
物
ニ
候
。
崇
敬
ノ
一
ヲ
目
ニ
懸
ケ
テ
、

諸
人
ニ
道
ヲ
進
ム
ル
事
賊

ヌ
ス
ビ
ト

也
。
人
ノ
為
ニ
非
ズ
。
仏
ケ
法
ヲ
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121　『太平記秘伝理尽鈔』における倫理と欲望

説
キ
給
フ
モ
三
界
ノ
導
師
ト
成
ラ
ン
為
也
。
此
賊
也
。

　

Ｂ�
他タ

人
ヲ
好
ン
ズ
。
為
二

他
人
一

不フ

便ビ
ン

ト
思
フ
ニ
ハ
非
ズ
。
我
レ
他タ

人
ニ
被ン
レ

好
為
也
。

　

Ｃ�

親ヲ
ヤ

、
実ジ

ツ

子シ

ヲ
育ハ

ゴ
クム

、
不フ

便ビ
ン

ト
思
フ
計
ニ
ハ
非
ズ
。
老ヲ

イ
テ
被ン

レ

養
ヤ
シ
ナ
ハト

也
。（
中
略
）
此
故
ニ
智チ

有
ル
親ヲ

ヤ

ノ
、
子
ニ
其
芸ゲ

イ

、
其
ノ

業ハ
ザ

ヲ
ナ
ラ
ハ
シ
ム
。

　

Ｄ�

臣シ
ン

、
君
ヲ
思
フ
、
慈
ヲ
受
ケ
ン
ガ
為
也
。
子
、
老ラ

ウ

親シ
ン

ニ
孝コ

ウ

ス
。

我
レ
老ラ

ウ

シ
テ
後ノ

チ

、
子
ニ
被ン
レ

養
ガ
為
ナ
リ
。
君
、
臣シ

ン

ヲ
愛ア

イ

ス
。

事
ノ
急キ

ウ

ナ
ル
ニ
及
ン
デ
命
ヲ
召メ

サ
ン
ガ
為
、
又
ハ
太
平
ノ
時
ニ

シ
モ
忠
ヲ
思
ハ
シ
メ
ン
ガ
タ
メ
ナ
レ
バ
、
品シ

ナ

々〴
〵

ノ
根コ

ン

本ポ
ン

皆
今

日
ノ
境

キ
ヤ
ウ

界ガ
イ

ヲ
助タ

ス

ケ
ン
ト
思
フ
所
ニ
非
ズ
ヤ
。（
中
略
）
内
ハ
身
ノ

為タ
メ

ニ
シ
テ
外
ニ
説ト

ク
時
ハ
人
ノ
為
ト
謂イ

フ
。
豈ア

ニ

誡
（
賊
─
十
八

冊
本
）
ニ
非
ズ
ヤ
。
愚ヲ

ロ
カナ

ル
ガ
誡
（
賊
─
十
八
冊
本
）
ヲ
ナ
ス
ハ
、

道
ノ
外
ニ
シ
テ
人
ニ
ハ
ヅ
カ
シ
メ
ラ
レ
、
智チ

ナ
ル
ガ
誡
（
賊
─

十
八
冊
本
）
ヲ
ナ
ス
ハ
、
道
ニ
シ
テ
直ナ

ヲ

キ
也（

（1
（

。（
八
表
〜
九
表
）

  

こ
こ
で
「
禅
師
」
は
「
誡
メ
ノ
境
界
」
な
る
説
を
展
開
す
る
。
そ

の
内
容
は
、
先
の
若
尾
氏
の
言
及
に
あ
っ
た
通
り
、「
震
旦
ノ
聖
人

共
」
の
「
五
常
ノ
道
」
や
、「
仏
ケ
」（
釈
迦
）
の
「
法
」
は
「
諸
人
」

の
「
安
穏
」
の
た
め
と
い
い
な
が
ら
、
実
際
は
「
崇
敬
」
さ
れ
て

「
我
レ
能
ク
世
ヲ
渡
ラ
ン
ト
」
し
、
あ
る
い
は
「
三
界
ノ
導
師
」
と

な
る
た
め
で
あ
る
と
い
う
（
①
Ａ
）。
こ
れ
が
〈
聖
人
・
釈
迦
「
賊
」

論
〉
で
あ
る
。
同
様
に
、
自
己
と
他
者
（
①
Ｂ
）、
親
と
子
（
①
Ｃ
・

Ｄ
）、
君
と
臣
（
①
Ｄ
）
と
い
っ
た
あ
ら
ゆ
る
人
間
関
係
に
は
見
返
り

の
心
が
あ
る
こ
と
を
説
き
、
改
め
て
夢
窓
を
「
愚グ

ノ
賊
」（
九
裏
）
と

批
判
す
る
。
自
分
が
知
る
「
賊
ノ
心
持
チ
」（
九
裏
）
と
は
異
な
る
と

言
う
経
顕
に
対
し
、「
禅
師
」
は
続
け
て
「
所シ

ヨ

詮セ
ン

吾
宗
ノ
賊
ノ
境
界

ト
申
候
ハ
、
佞ネ

イ

奸カ
ン

ト
横ワ

ウ

邪ジ
ヤ

ト
ヲ
除ノ

ケ
テ
道
ヲ
以
テ
シ
、
為
レ

身
ニ
立ン

レ

人ヲ

ガ
立
テ
（
為
二
身
ヲ
立ン

ガ一
ニ
人
ヲ
立
テ
─
十
八
冊
本
）、
誉

ホ
マ
レ

在
ル
ヲ
賊
ト

ハ
申
候
」（
九
裏
）
と
、「
賊
」
の
所
以
は
、
自
分
の
「
身
」
を
立
て

る
た
め
に
「
人
」（
他
人
）
を
立
て
、「
誉
」
を
持
つ
こ
と
に
よ
る
と

説
明
す
る
。
こ
う
し
て
経
顕
は
つ
い
に
「
誡
メ
ノ
境
界
」
に
「
信

腹
」
し
、「
禅
師
」
に
帰
依
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

こ
の
後
、
新
た
に
「
玄
恵
法
印
」
が
「
禅
師
」
を
訪
ね
て
く
る
。

「
禅
師
」
か
ら
経
顕
と
の
問
答
の
経
緯
を
聞
い
た
玄
恵
は
、「
禅
師
」

を
笑
い
、
そ
し
て
彼
も
あ
る
教
説
を
述
べ
始
め
る
。

②
Ａ�

法
印
打
笑ハ

ラ

ツ
テ
、「
夢
窓
ノ
門
第
［
弟
］
共
ニ
ハ
心
直ナ

ヲ

ク
セ
ヨ

ト
謂イ

フ
進ス

ヽ

メ
ハ
不ズ

レ

可
レ

有ル

ト
ヤ
。
於テ
レ［
二
］吾
宗ニ［
一
］四シ

悉シ
ツ

檀タ
ン

ノ
中

ノ
第
一
ニ
世
界
悉
檀
ト
申
候
ハ
、
世
ノ
風フ

ウ

俗ゾ
ク

ヲ
了
ツ
テ
心
ニ
邪ジ

ヤ

ヲ
禁キ

ン

ズ
ル
ニ
正タ

ヾ

シ
キ
ヲ
以
テ
シ
、
無ブ

道ト
ウ

ヲ
攻セ

ム
ル
ニ
道
ヲ
以
テ

シ
、
無キ
二

慈ジ

悲ヒ

一

ヲ
止ヤ

ム
ル
ニ
慈ジ

悲ヒ

ヲ
以モ

ツ

テ
ス
。
忿イ

カ
リヲ

止ヤ

ム
ル
ニ

和ク
ハ

ヲ
以
テ
ス
。
如ク
レ

是
ス
レ
バ
自ジ

然ネ
ン

ニ
其
身
ヲ
立タ

ツ
ル
ナ
リ
。

　

Ｂ�
如
何
ナ
ル
善
事
ヲ
成
シ
テ
モ
、
名ナ

ヲ
残ノ

コ

サ
ン
為
ニ
シ
、
身
ヲ
立

ン
為
ニ
欲ホ

ツ

ス
ル
ハ
、
名ナ

ト
利リ

ト
ノ
為
ナ
レ
バ
、
仏ブ

ツ

家ケ

ニ
大
ニ
禁キ

ン

ズ
ル
所
也
。
先マ

ヅ
名
利
ノ
二
ヲ
捨ス

テ
行ヲ

コ
ナフ

則ト
キ

ン
バ
、
後ノ

チ

ニ
ハ
名ナ
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ア
リ
利リ

有
ル
物
ニ
テ
候
ゾ
。
名
ト
利
ト
ヲ
先サ

キ

ニ
欲ホ

ツ

ス
レ
バ
、
万

ヨ
ロ
ヅ

ノ
失シ

ツ

有
ル
物
也
。
世セ

界カ
イ

悉シ
ツ

檀ダ
ン

ノ
第
一
ノ
口
伝
也
。
善
キ
事
ヲ
成

シ
テ
モ
名
利
ヲ
先サ

キ

ニ
ス
レ
バ
悪ア

敷シ

キ
物
也
。（
十
表
〜
裏
）

　

玄
恵
は
こ
こ
で
「
四
悉
檀
」
の
中
の
「
世
界
悉
檀
」
と
い
う
説

を
述
べ
て
い
る（

（1
（

。
そ
れ
と
は
、「
世
ノ
風
俗
」
を
知
り
、「
邪
」
を

「
正
」、「
無
道
」
を
「
道
」、
無
慈
悲
を
「
慈
悲
」、「
忿
」
を
「
和
」

に
よ
っ
て
修
め
て
身
を
立
て
る
こ
と
（
②
Ａ
）、
ま
た
「
仏
家
」
は

「
名
利
」
の
た
め
に
「
善
事
」
を
行
う
の
で
は
な
く
、
ま
ず
先
に

「
名
利
」
を
捨
て
て
行
動
す
る
こ
と
で
「
名
利
」
を
得
る
も
の
で
あ

る
と
い
う
（
②
Ｂ
）。
玄
恵
の
「
世
界
悉
檀
」
の
説
に
は
、
人
間
の
行

為
の
裏
に
あ
る
功
利
性
へ
の
言
及
は
見
ら
れ
な
い
が
、
自
ら
の
立
身

の
た
め
に
先
に
他
者
を
立
て
る
と
す
る
点
で
は
、「
佞
奸
ト
横
邪
ト

ヲ
除
ケ
テ
道
ヲ
以
テ
」
行
う
と
す
る
「
禅
師
」
の
「
誡
メ
ノ
境
界
」

と
通
じ
て
い
る
。
そ
し
て
、
玄
恵
も
「
今
ノ
夢
窓
国
師
ノ
一
宇ウ

ノ

伽ガ

藍ラ
ン

ノ
造
立
被
レ

致
候
事
ハ
、
自ジ

分ブ
ン

ノ
名
利
ヲ
先
ト
シ
給
ヘ
バ
、
仏

ノ
内
証
ニ
ハ
違チ

ガ

ヒ
ナ
ン
。
如ク
二

仏
教キ

ヤ
ウノ

誡ノ
一

ニ
ハ
非
ズ
」（
十
裏
）
と
、

「
禅
師
」
と
同
じ
よ
う
に
夢
窓
の
天
龍
寺
建
立
を
批
判
す
る
。「
禅

師
」
も
こ
れ
を
受
け
て
「
彼カ

ノ
人
ノ
心
中
ヲ
思
フ
ニ
、
是
仏
法
ノ
賊

ニ
ハ
非
ズ
。
只
盗
賊
ノ
賊
也
」（
十
一
裏
）
と
夢
窓
を
非
難
し
、
以
上

で
一
連
の
物
語
は
結
ば
れ
る
。

　

こ
の
直
後
に
は
、
こ
の
物
語
の
総
括
と
し
て
論
評
が
併
記
さ
れ
て

い
る
。

③　

�

○
評
云
、
末マ

ツ

世セ

ノ
法
師
、
諸シ

ヨ

宗シ
ウ

共
ニ
ナ
ベ
テ
皆
盗
賊
ノ
賊
也
。

以
二

名メ
イ

利リ

ノ
二ヲ
一

無
常
観
ヲ
失
ノ
類
也
。
夢
窓
和
尚シ

ヤ
ウ

一
人
ニ
非

ズ
。
自ジ

ノ
不ブ

道ト
ウ

ヲ
隠
サ
ン
為
ニ
、
他タ

ノ
非ヒ

ヲ
挙ア

ゲ
、
又
偏
執
ノ

怨ヲ
ン

念ネ
ン

ヲ
以
テ
、
人
ノ
禍ト

ガ

ヲ
謂イ

ヘ
ル
ナ
ル
ベ
シ
。（
中
略
）
上
古コ

ニ

直ス

グ
ナ
ル
人
希マ

レ

也
。
益マ

シ
テ
於
二

末
代
一

ヤ
。
伽
藍
ヲ
立
テ
ラ

レ
タ
ル
ハ
先
善ヨ

キ
事
ゾ
カ
シ
。
時
分
ノ
悪ア

敷シ

キ
ト
謂
フ
ト
、
宣

ヒ
様
ノ
少
シ
悪
敷
ニ
テ
、
心
ノ
内
ノ
知
ラ
レ
タ
ル
ナ
ル
ベ
シ
。

又
十
境
ノ
山
川
ハ
実マ

コ
トニ

侈ヲ
ゴ

リ
ノ
故
ニ
ヤ
。
為タ

メ
レ

法
ニ
ハ
如
何
カ
。

其
外
ハ
心
持モ

チ
ハ
何
共
有
レ
、
伽
藍
造
立
ハ
能
事
ゾ
カ
シ
。
全

マ
ツ
タ

キ
人
狂キ

ヤ

人ウ
ジ
ンノ

真マ

似ネ

ヲ
セ
バ
即ス

ナ
ハチ

狂
人
也
。
為
二

名
利
一

ニ
モ
仕
給

ヘ
、
伽
藍
造
立
ハ
仏
ノ
真マ

似ネ

ナ
レ
バ
、
最モ

ツ
トモ

殊
勝
ナ
ル
ニ
ヤ
。

（
十
一
裏
〜
十
二
表
）

④　

�

又
評
云
、
天
龍
寺
ハ
為
二

国
ヲ
政ル

ノ一

ニ
ヤ
セ
ン
。
後ゴ

シ

生ヤ
ウ

成ヂ
ヤ

仏ウ
ブ
ツノ

為

ニ
ヤ
セ
ン
、
国
土ド

ハ
数ス

年
ノ
乱
ノ
上
ニ
此
寺
故
ニ
労
シ
ヌ
ト

也
。
善
キ
事
（
傍
書
「
私
云
、
口
伝
ア
リ
。
住
持
ノ
心
持
ニ
ヨ
リ
国
ヲ

政
ル
ノ
為
ニ
モ
非
ズ
」）
ハ
何
ゾ
ヤ
不
レ

知
。
悪
事
ハ
多
シ
ト
ニ
ヤ
。

可シ
二

心
得
。一（
十
二
表
〜
裏
）

　

③
の
「
評
」
の
冒
頭
で
は
、
夢
窓
ば
か
り
で
は
な
く
「
末
世
ノ
法

師
、
諸
宗
共
ニ
ナ
ベ
テ
皆
盗
賊
ノ
賊
也
」
と
あ
り
、
彼
ら
の
主
張
は

「
自
ノ
不
道
ヲ
隠
サ
ン
為
ニ
、
他
ノ
非
ヲ
挙
ゲ
、
又
偏
執
ノ
怨
念
ヲ

以
テ
、
人
ノ
禍
」
を
述
べ
た
も
の
と
し
て
非
難
さ
れ
て
い
る
。
続
け

て
、「
全
キ
人
」
が
「
狂
人
」
の
真
似
を
す
れ
ば
、
そ
れ
は
も
は
や
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123　『太平記秘伝理尽鈔』における倫理と欲望

「
狂
人
」
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
に
喩
え（

（1
（

、「
名
利
」
の
た
め
に
せ
よ

「
仏
ノ
真
似
」
を
し
た
夢
窓
の
伽
藍
建
立
を
一
応
は
評
価
す
る
。
し

か
し
④
の
「
評
」
で
は
、
戦
乱
で
疲
弊
し
た
国
土
に
豪
華
な
伽
藍
を

建
立
す
る
夢
窓
の
意
図
に
疑
い
を
向
け
、
そ
れ
を
「
悪
事
」
と
し
て

見
逃
し
て
い
な
い
。

　

こ
の
論
評
併
記
の
中
で
何
よ
り
も
注
意
し
た
い
の
は
、
③
の

「
評
」
に
お
い
て
、
夢
窓
だ
け
で
は
な
く
、「
禅
師
」
や
玄
恵
に
も
批

判
の
矛
先
が
向
け
ら
れ
、
二
人
の
夢
窓
に
対
す
る
批
判
自
体
も
非
難

さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
若
尾
氏
も
こ
の
一
文
に
着
目
し
て
い
る

が
、
先
に
見
た
よ
う
に
、「
禅
師
」
の
最
後
の
夢
窓
批
判
の
言
（「
只

盗
賊
ノ
賊
也
」）
を
「
太
平
記
読
み
」
の
結
論
と
し
、「
禅
師
」
の
発

言
と
そ
れ
を
受
け
た
論
評
と
を
明
確
に
区
別
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
④
の
「
評
」
で
夢
窓
の
天
龍
寺
建
立
を
批
判
し
て
結
ぶ
こ
と
を

考
え
れ
ば
、
結
論
は
確
か
に
同
じ
で
あ
る
が
、
両
者
を
同
一
視
す
る

と
「
禅
師
」
や
玄
恵
ら
に
対
す
る
批
判
が
捨
象
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と

に
な
る
。
こ
の
論
評
併
記
は
、
坊
城
経
顕
か
ら
「
禅
師
」
や
玄
恵
に

至
る
一
連
の
「
物
語
」
を
受
け
て
い
る
た
め
、
③
の
「
評
」
で
展
開

さ
れ
る
批
判
の
対
象
は
夢
窓
だ
け
で
は
な
い
。
③
の
中
略
部
分
で
は

三
者
を
「
イ
モ
」
に
喩
え
、「
夢
窓
ハ
尋
常
ノ
イ
モ
汁
、
彼
両
人
ハ

ス
リ
砕
キ
タ
ル
ナ
ル
ベ
シ
」
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
点
か
ら
も
、
や
は

り
こ
の
批
判
は
〈
聖
人
・
釈
迦
「
賊
」
論
〉
を
主
張
す
る
「
禅
師
」

や
「
世
界
悉
檀
」
を
説
く
玄
恵
に
も
向
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

二　

巻
第
二
十
四
「
依
二

山
門
嗷
訴
一

公
卿
僉
議
事
」 

の
二
つ
の
論
評
を
め
ぐ
っ
て

　

で
は
、「
禅
師
」
や
玄
恵
に
対
す
る
批
判
の
対
象
は
、
彼
ら
の
主

張
内
容
に
ま
で
至
る
の
だ
ろ
う
か
。
巻
第
二
十
四
に
は
、
他
に
も

「
禅
師
」
の
主
張
と
類
似
し
た
内
容
が
二
箇
所
ほ
ど
見
ら
れ
、
そ
れ

は
「
天
龍
寺
建
立
事
」
の
後
に
続
く
章
段
「
依
二

山
門
嗷
訴
一

公
卿
僉

議
事
」
に
あ
る
。

1
　
山
門
奏
状
に
対
す
る
論
評

　

こ
こ
で
の
『
太
平
記
』
の
内
容
は
、
天
龍
寺
で
の
供
養
に
光
厳
上

皇
が
臨
幸
す
る
こ
と
を
聞
き
つ
け
た
比
叡
山
延
暦
寺
の
大
衆
が
、
僉

議
の
結
果
、
朝
廷
に
奏
状
を
送
り
供
養
を
妨
害
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。『
理
尽
鈔
』
で
は
『
太
平
記
』
の
山
門
奏
状
の
章
句
に

対
し
、「
評
」（
十
九
裏
〜
二
十
表
）、「
評
」（
二
十
表
〜
裏
）、「
評
」（
二

十
裏
〜
二
十
三
表
）、「
伝
」（
二
十
三
裏
〜
二
十
四
裏
）、「
評
」（
二
十
四
裏

〜
三
十
一
表
）
と
、
複
数
の
項
目
で
合
計
「
十
五
」（
実
際
は
十
七
）
条

の
論
評
が
展
開
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
夢
窓
疎
石
へ
の
批
判
、
諸
宗

同
根
の
観
点
か
ら
の
他
宗
排
撃
へ
の
批
判
、
僧
の
物
欲
・
経
済
的
繁

栄
へ
の
批
判
、
あ
る
べ
き
教
え
、
僧
の
あ
り
方
な
ど
が
論
じ
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
「
十
二
」（
実
際
は
十
四
）
条
目
の
「
宝
堂
回
禄
」（『
太

平
記
』
は
「
五
堂
回
禄
」）
と
い
う
章
句
へ
の
論
評
に
、
第
一
の
類
似
箇
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所
が
あ
る
。

⑤
Ａ�
五
常
ノ
宗
ト
欲
ル
所
、
皆
如ク
二

家イ
ヱ

ノ
柱

ハ
シ
ラ
ノ一

互タ
ガ

イ
ニ
助タ

ス

ケ
相ア

イ
テ
家

ト
ナ
ル
。
諸
人
々
々
ヲ
助
ケ
相
テ
自ジ

他タ

安ア
ン

楽ラ
ク

也
。
愚
ハ
此
ヲ
不ズ

レ

知ラ

。
此
故
ニ
聖
人
其
道
ヲ
教
ユ
ル
時
五
常
在
リ
。

　

Ｂ�

所
謂ル

子
、
老ラ

ウ

親シ
ン

ニ
孝
ス
。
我
レ
老ヲ

イ
テ
後
、
子
ニ
孝
セ
ラ
レ
ン

ガ
為
也
。
親
、
幼
児
ヲ
愛ア

イ

ス
。
長
生
シ
テ
後
、
我
老
［
イ
］
ナ

バ
被ン
レ

養
ヤ
シ
ナ
ハト

思
フ
ニ
在
リ
。

　

Ｃ�

臣
、
為
レ

君
命
ヲ
捨ス

ツ
。
君
ニ
被
レ

養
為
也
。
君
、
臣
ヲ
扶フ

助ヂ
ヨ

ス

ル
事
、
遣
ン
ガ
為
也
。

　

Ｄ�

我
レ
ハ
人
ヲ
好
ン
ジ
、
人
ハ
我
ヲ
好
ン
ズ
。
其
道
ヲ
成
ン
ガ
為

ニ
、
役ヤ

ク

々
在
リ
。
君
子
又
法
ヲ
以
テ
ス
。
諸
民
皆
其
業ハ

ザ

々
在
リ
。

法
師
ハ
以テ
二

仏
法
一

人
ノ
横ワ

ウ

邪ジ
ヤ

ヲ
直ス

グ
ニ
シ
、
悪ア

ク

党ト
ウ

ヲ
止
ル
ノ
業ハ

ザ

、

為
レ

国ノ

第
一
ノ
職シ

ヨ
クタ

リ
。
国
ノ
乱
ヲ
静
ル
ノ
根ネ

也
。
此
故
ニ
法

師
ノ
行フ

ル

跡マ
イ

実マ
コ
トニ

以
テ
難
レ

嗜
タ
シ
ナ
ミ

事
多
シ
。
上
代
ス
ラ
「
一
日
ノ

出
家
希マ

レ

也
」
ト
謂
シ
ハ
此
也
。（
二
十
八
裏
〜
二
十
九
表
・「
評
」）

　

こ
の
箇
所
は
、
い
わ
ゆ
る
地
の
文
で
、
先
述
①
②
に
お
け
る
「
禅

師
」
や
玄
恵
な
ど
の
登
場
人
物
に
よ
る
言
及
で
は
な
い
点
で
第
三

者
的
立
場
か
ら
の
「
評
」
と
い
え
る
。
こ
こ
で
も
、
君
臣
（
⑤
Ｃ
）・

親
子
（
⑤
Ｂ
）
を
は
じ
め
と
す
る
自
己
と
他
者
の
相
互
扶
助
的
関
係

（
以
下
、
本
稿
で
は
〈
自
他
互
助
論
〉
と
呼
ぶ
）
が
述
べ
ら
れ
る
が
、
先
の

「
禅
師
」
ら
の
発
言
内
容
と
部
分
的
に
重
な
る
こ
と
か
ら
、〈
自
他
互

助
論
〉
自
体
は
先
の
諸
宗
の
「
末
世
ノ
法
師
」
に
対
す
る
批
判
の
対

象
と
は
な
っ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
注
意
し
た
い
の
は
、

こ
こ
で
「
聖
人
」
や
釈
迦
は
「
賊
」
と
は
言
わ
れ
て
お
ら
ず
、「
聖

人
」
は
、
互
い
に
助
け
合
う
関
係
を
支
え
る
「
道
」
を
知
ら
な
い

「
愚
」
の
人
々
の
た
め
に
「
五
常
」
を
説
い
た
（
⑤
Ａ
）
と
述
べ
ら
れ

て
い
る
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
聖
人
や
釈
迦
の
述
べ

る
〈
自
他
互
助
論
〉
と
し
て
の
「
五
常
」
や
「
仏
法
」
の
「
道
」
は
、

彼
ら
自
身
の
渡
世
の
方
便
で
あ
る
と
い
う
よ
り
も
、
そ
れ
を
知
ら
ず

に
生
き
る
愚
か
な
人
々
に
対
し
て
向
け
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

2
　
日
野
資
明
の
主
張
に
対
す
る
論
評

　

こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
第
二
の
類
似
箇
所
を
見
る
。
同
章
段
の
『
太

平
記
』
で
は
、
こ
の
後
、
山
門
奏
状
が
届
い
た
朝
廷
に
お
い
て
公
卿

僉
議
が
行
わ
れ
、
先
の
坊
城
経
顕
が
禅
宗
擁
護
の
立
場
か
ら
山
門
を

批
判
し
、
次
に
山
門
擁
護
の
立
場
か
ら
日
野
資
明
が
禅
宗
を
批
判
す

る
。
次
い
で
三
条
道
冬
が
宗
論
を
提
案
す
る
も
、
二
条
良
基
の
武

家
の
沙
汰
を
仰
ぐ
と
い
う
意
見
に
決
定
し
、
こ
の
後
尊
氏
兄
弟
に

よ
っ
て
供
養
は
強
行
さ
れ
る
。『
理
尽
鈔
』
で
は
、
こ
の
日
野
資
明

の
主
張
に
つ
い
て
、
山
門
奏
状
の
論
評
と
同
様
に
、「
伝
」（
三
十
二

裏
）、「
評
」（
三
十
二
裏
〜
三
十
三
裏
）、「
伝
」（
三
十
三
裏
〜
四
十
五
表
）

と
、『
太
平
記
』
の
章
句
に
基
づ
い
て
合
計
「
十
二
」（
実
際
は
十
三
）

条
の
論
評
が
展
開
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
日
野
資
明
の
天
台
（
山
門
）
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125　『太平記秘伝理尽鈔』における倫理と欲望

擁
護
へ
の
批
判
や
、
僧
の
あ
る
べ
き
あ
り
方
な
ど
が
論
じ
ら
れ
て
い

る
が
、
主
旨
は
先
述
の
山
門
奏
状
に
対
す
る
論
評
と
ほ
ぼ
通
じ
て
い

る
。
そ
の
う
ち
の
「
十
一
」（
実
際
は
十
二
）
条
目
（『
太
平
記
』
と
の
対

応
章
句
な
し
）
の
論
評
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

⑥
Ａ�

因
位
ノ
行ヲ

コ
ナイ

幷
ニ
五ゴ

ジ

常ヤ
ウ

ノ
教ヲ

シ

ヘ
、
神シ

ン

道
ニ
定
メ
置
ク
所
、
皆
我

ガ
身
一
ツ
ヲ
助
ン
ガ
為
也
。

　

Ｂ�

愚
ノ
仏
名
ヲ
唱
、
読
経
シ
、
貧
賤
ノ
者
ヲ
ス
ク
ヒ
、
僧
ニ
施ホ

ド
コス

。

皆
後ゴ

シ

生ヤ
ウ

ヲ
安ア

ン

楽ラ
ク

ニ
セ
ン
ガ
為
也
。
又
戒カ

イ

法
ヲ
持タ

モ

チ
、
人
ヲ
愛ア

イ

シ
、

諸シ
ヨ

罪ザ
イ

ヲ
不
レ

作
モ
、
皆
一
身
ヲ
利
セ
ン
ト
欲ヲ

モ

フ
ニ
有
リ
。

　

Ｃ�

主
ニ
忠
ヲ
ナ
ス
モ
、
主
ノ
下カ

民ミ
ン

ヲ
扶フ

助ヂ
ヨ

ス
ル
モ
、
臣
ノ
主シ

ユ

君ク
ン

ニ
遣ツ

カ

ウ
ル
モ
、
一
身
ヲ
利
セ
ン
ト
欲
ニ
有
リ
。
臣
為
レ

君
死
ス
、

後
代
ニ
名ナ

ヲ
残
［
サ
］
ン
為
ナ
レ
バ
、
一
身
ヲ
思
フ
故
也
。
君

子
ノ
行ヲ

コ
ナイ

ヲ
嗜タ

シ
ナム

モ
、
名ナ

ヲ
後
代
ニ
残
シ
、
又
ハ
現ゲ

ン

世セ

ノ
一
身

ヲ
立
ン
ト
欲
フ
ニ
在
リ
。

　

Ｄ�

賢
ナ
ル
ガ
麁
食
ヲ
ク
ラ
ヒ
、
肱
ヲ
曲
ゲ
テ
枕マ

ク
ラト

ス
ル
モ
身
ヲ
利

ス
ル
ノ
謂
ヒ
也
。
智
在
ル
ガ
故
ニ
、
美ビ

シ

食ヨ
ク

ヲ
好
ン
デ
何
ノ
楽
カ

在
ル
。
好コ

ウ

衣ヱ

ヲ
着チ

ヤ
クシ

テ
何
ノ
ヨ
キ
事
カ
有
ル
。
美
食
ヲ
ク
ラ
ウ

ニ
ウ
マ
シ
。
然
共
常
住
ナ
レ
バ
不

カ
ラ
ズ

レ

美ウ
マ

。
好
衣
ヲ
着
ス
ル
ニ
イ

サ
ギ
ヨ
シ
。
常
住
ナ
レ
バ
イ
サ
ギ
ヨ
シ
共
セ
ズ
。
是
一
ツ
。
美

ヲ
食
セ
ン
ト
仕
、
好
衣
ヲ
着
ン
ト
シ
、
居
所
ニ
奇
麗
ヲ
好
ム
時

ハ
、
此
ヲ
調ト

ヽ
ノヘ

ン
ト
先
苦
ム
事
、
彼
ニ
百
倍バ

イ

セ
リ
。
世
人
愚ヲ

ロ
カニ

シ
テ
少
ノ
楽
ヲ
セ
ン
ト
テ
大
ニ
苦
シ
メ
リ
ト
了
ル
故
、
覚
ス
ル

也
。
是
一
身
ヲ
利
ス
ル
ニ
非
ズ
ヤ
。
君
子
楽
ヲ
好
メ
バ
国
亡
、

小
人
楽
ヲ
好
メ
バ
家
貧マ

ド

シ
フ
シ
テ
亡
ブ
。
貴キ

賤セ
ン

道
ヲ
直
ク
ス
ル

事
、
皆
一
身
ヲ
長
久
ニ
セ
ン
ト
ナ
レ
バ
、
為
レ

身
非
ズ
ヤ
。

　

Ｅ�

爰コ
ヽ

ニ
心
得
在
リ
。
先サ

キ

立ダ

ツ
テ
為
レ

人ノ
［
ニ
］
シ
、
為
レ

世ノ

［
ニ
］

ス
ル
則ト

キ

ン
バ
、
身
ハ
自ジ

然ネ
ン

ニ
安ア

ン

楽ラ
ク

也
。
此
ハ
ヨ
キ
賊
也
。
世
界

悉シ
ツ

檀ダ
ン

ナ
リ
。
一
身
ヲ
立
ン
事
ヲ
先
ト
ス
ル
ハ
、
自
然
ニ
他
ヲ
奪ウ

バ

フ
。
盗
賊
ノ
賊
也
。
大
人
ハ
失

ウ
シ
ナ
イレ

国ヲ

、
小
人
ハ
失
レ

家ヲ

。
我
人
ヲ

捨ス

ツ
レ
バ
、
人
又
捨ツ
レ

我
。
人
ヲ
悪ニ

ク

ミ
ン
ズ
レ
バ
、
人
又
我
ヲ

悪
ン
ズ
。
此
故
ニ
百
人
ハ
百
人
共
ニ
互
イ
ニ
、
千
人
ニ
ハ
争
ヒ

千
人
在
リ
。
国
乱
、
民
不
レ

安
。
神
道
ノ
誡
ニ
以
二

我
栄
一

第
一

ト
ス
ル
事
、
所
謂
在
ル
哉
。
身
ヲ
安
ゼ
ン
ナ
ラ
バ
、
先
人
ヲ
シ

テ
安
ゼ
ヨ
。
不
レ

好コ
ノ
マ二

美
食
、一
不ズ

レ

着
チ
ヤ
ク
セ二

好
衣
、一
不
レ

居ヲ
ラ

レ

安
ヤ
ス
キ
ニ、

為メ

レ

人ノ

ニ
遣
ヘ
ヨ
。
主シ

ウ

ニ
忠
深フ

カ

カ
レ
。
老ラ

ウ

親シ
ン

ニ
孝
セ
ヨ
。
下
ヲ
慈カ

ナ

シ
ム
心
深
レ
。
又
、
他タ

ノ
老ヲ

イ
タ
ル
ヲ
敬ウ

ヤ
マヘ

。
貧ヒ

人
ヲ
憐ア

ハ

レ
メ
。

人
此
行
不ン
レ

怠
ヲ
コ
タ
ラバ

、
身
自
安
楽
ナ
ラ
ン
。
大
人
ハ
此
法
ノ
国
ニ

専
ナ
ラ
ン
事
ヲ
好
メ
。
其
身
又
此
法
ノ
行
ヒ
ニ
不ザ

レ
レ

怠
。
親シ

タ

シ

キ
ヲ
以
テ
功コ

ウ

ナ
キ
ヲ
賞
［
ス
］
ル
事
ナ
カ
レ
。
功
在
ヲ
不ル
レ

賞

コ
ト
ナ
カ
レ
。
禍ト

ガ

在
ル
ヲ
罰バ

ツ

セ
ヨ
。
怠ヲ

コ
タル

コ
ト
ナ
カ
レ
。
如

レ

是
ナ
ル
則ト

キ

ン
バ
、
自
ラ
威イ

有
テ
国
家
富ト

メ
リ
。
俗
猶
然
也
。

（
四
十
二
表
〜
四
十
三
裏
・「
伝
」）

　

こ
こ
も
山
門
奏
状
に
対
す
る
論
評
⑤
と
同
様
に
地
の
文
で
あ
る
。

ま
ず
「
因
位
ノ
行
イ
」・「
五
常
ノ
教
ヘ
」・「
神
道
」
の
「
定
メ
」
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は
、
す
べ
て
「
我
ガ
身
一
ツ
」
を
助
け
る
た
め
の
も
の
と
言
わ
れ

る
（
⑥
Ａ
）。
以
下
、
読
経
や
僧
・
貧
者
へ
の
施
し
（
⑥
Ｂ
）、
主
従
関

係
（
⑥
Ｃ
）
に
つ
い
て
〈
自
他
互
助
論
〉
が
説
か
れ
る
と
共
に
、「
君

子
」
の
振
る
舞
い
や
賢
者
の
質
素
な
生
活
も
「
一
身
」
を
「
立
」
て

「
利
ス
ル
」
行
い
に
過
ぎ
な
い
と
言
わ
れ
る
（
⑥
Ｃ
・
Ｄ
）。
そ
し
て
、

「
皆
」
が
「
一
身
ヲ
立
ン
事
ヲ
先
」
に
し
よ
う
と
す
る
た
め
に
、「
百

人
」・「
千
人
」
の
「
争
ヒ
」
や
「
国
乱
」
が
生
じ
る
と
し
、
そ
れ
を

防
ぐ
た
め
の
「
心
得
」
と
し
て
、「
我
」
よ
り
も
「
人
」（
他
人
）
を

先
に
立
て
る
と
い
う
利
他
の
行
い
が
説
か
れ
て
い
る
（
⑥
Ｅ
）。
そ
の

内
実
は
、「
我
栄
」
の
慎
み
を
説
く
「
神
道
ノ
誡
」、
ま
た
「
主
」
へ

の
深
い
「
忠
」
や
「
老
親
」
へ
の
「
孝
」、「
下
」
や
「
貧
人
」
へ
の

慈
悲
な
ど
、
冒
頭
で
見
た
よ
う
な
儒
・
仏
・
神
の
三
教
に
基
づ
く

「
道
」
の
内
容
に
通
じ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
一
身
」
を
先
に
立
て
る

行
い
を
批
判
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
利
他
の
行
い
を
奨
励
す
る
「
心

得
」
は
、「
利
」
や
「
欲
」
を
「
無
道
」
と
非
難
す
る
「
道
」
の
志

向
を
裏
打
ち
す
る
も
の
と
い
え
る
。
ま
た
、
利
他
の
行
い
が
「
ヨ
キ

賊
」・「
世
界
悉
檀
」
と
さ
れ
る
点
は
、
前
節
の
「
禅
師
」
の
「
賊
」

論
（
①
）
と
そ
の
直
後
の
玄
恵
の
説
（
②
）
を
踏
ま
え
た
も
の
と
思

わ
れ
る
が
、
両
者
が
併
記
さ
れ
て
い
る
点
を
考
え
る
と
、
こ
こ
は

「
禅
宗
」
も
「
天
台
」
も
共
に
仏
教
で
本
旨
は
同
じ
「
異
名
同
体
」

（
二
十
四
・
二
十
表
・「
評
」）
を
示
す
意
図
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

こ
か
ら
は
、
両
者
の
説
へ
の
批
判
よ
り
も
、
む
し
ろ
「
法
師
」
同
士

の
他
宗
非
難
（
自
讃
毀
他
）
を
批
判
す
る
志
向
が
読
み
取
れ
る
。

　

そ
し
て
、
改
め
て
注
意
し
た
い
の
は
、
こ
こ
で
も
「
道
」
は
「
我

ガ
身
一
ツ
ヲ
助
」
か
ろ
う
と
し
て
（
⑥
Ａ
）、「
後
生
」
の
「
安
楽
」

を
願
う
「
愚
」
の
人
々
（
⑥
Ｂ
）
や
、「
愚
ニ
シ
テ
少
ノ
楽
ヲ
セ
ン
ト

テ
大
ニ
苦
シ
」
む
「
世
人
」（
⑥
Ｄ
）
を
対
象
と
し
て
お
り
、
そ
の

創
始
者
で
あ
る
聖
人
や
釈
迦
に
つ
い
て
は
明
確
な
言
及
が
見
ら
れ

な
い
点
で
あ
る
。
若
尾
氏
は
、
山
門
奏
状
へ
の
論
評
（
⑤
）
と
日
野

資
明
の
主
張
へ
の
論
評
（
⑥
）
に
あ
る
利
他
の
論
（〈
自
他
互
助
論
〉）

を
、「
禅
師
」
の
「
誡
メ
ノ
境
界
」
の
説
（
①
）
に
基
づ
い
て
一
連

の
〈
聖
人
・
釈
迦
「
賊
」
論
〉
と
し
て
論
じ
て
い
る
が
、
上
述
の
通

り
、
聖
人
や
釈
迦
を
「
賊
」
と
み
な
す
言
説
は
、「
自
」
を
重
く
す

る
た
め
に
他
宗
派
を
批
判
し
、
そ
の
態
度
が
後
の
「
評
」
で
非
難
さ

れ
て
い
た
「
末
代
」
の
「
禅
師
」
の
発
言
の
み
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

〈
自
他
互
助
論
〉
と
は
、
聖
人
や
釈
迦
が
「
一
身
ヲ
利
セ
ン
」
と
い

う
「
欲
」（
世
俗
的
な
功
利
心
）
を
持
つ
人
間
（
社
会
）
の
た
め
に
説
い

た
も
の
で
あ
り
、
聖
人
・
釈
迦
自
身
は
、
そ
の
対
象
と
し
て
想
定
さ

れ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

三　
『
理
尽
鈔
』
に
お
け
る
聖
人
・
釈
迦
観

　

で
は
、『
理
尽
鈔
』
に
お
い
て
、
聖
人
や
釈
迦
と
は
一
体
ど
の
よ

う
な
存
在
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
か
。
ま
ず
、
あ
る
べ
き
「
師
」
の
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127　『太平記秘伝理尽鈔』における倫理と欲望

姿
に
つ
い
て
、
先
に
見
た
山
門
奏
状
に
対
す
る
論
評
の
「
八
」
条
目

（「
西
方
の
禅
宗
で
東
方
の
仏
法
を
破
る
」
へ
の
論
評
）
を
見
て
お
き
た
い
。

往
古
ノ
人
師シ

ノ
他タ

ノ
義ギ

ヲ
破
セ
シ
事
ハ
、
自
立
ン
ト
ニ
ハ
非
ズ
。

他
ヲ
悪ニ

ク

ミ
ン
ズ
ル
ニ
非
ズ
。
他
ノ
非
ヲ
顕ア

ラ
ハサ

ン
為
ニ
非
ズ
。
或ア

ル

イ
ハ
理リ

ノ
少
ノ
滞

ト
ヾ
コ
ホル

所
ヲ
能
理リ

セ
ン
ガ
為
ニ
、
或
邪
ヲ
破
ン

ガ
為
ニ
ト
也
。（
中
略
）
祖ソ

師シ

ノ
心
非
レ

偏ナ
ル、ニ

非
レ

悪ル
ニ、

非ズ
二

自
ノ

立
、一
誉ホ

マ
レヲ

残
ン
ト
ニ
非
ズ
。
角
論
ジ
テ
末
世
ノ
愚
ヲ
シ
テ
、
深シ

ン

理リ

ヲ
ヨ
ク
覚サ

ト

セ
シ
メ
ン
ト
也
。（
中
略
）
諸
宗
ノ
先
師
角
他
ヲ
破

シ
給
心
、
皆
是
ナ
ラ
ン
カ
。
今
ノ
法
師
ノ
為
二

名
利ノ
一

ニ
他
ヲ

謗
シ
自
ヲ
讃
ル
ニ
ハ
大
ニ
異
也
。（
二
十
四
・
二
十
四
裏
〜
二
十
五

裏
・「
評
」）

　

こ
れ
に
よ
る
と
、「
往
古
ノ
人
師
」（
人
の
師
た
る
有
徳
の
人
）
や

「
諸
宗
ノ
先
師
」
は
、「
邪
」
を
退
け
、
滞
る
「
理
」
を
よ
く
修
め
る

た
め
、
ま
た
は
「
末
世
」
の
「
愚
」
に
「
深
理
」
を
悟
ら
せ
る
た
め

に
他
の
教
義
を
論
破
し
た
の
で
あ
り
、「
自
」
を
「
立
」
て
「
他
ヲ

悪
」
む
心
や
、「
名
利
」
の
為
に
他
宗
を
誹
謗
す
る
「
今
ノ
法
師
」

の
姿
勢
と
は
全
く
異
な
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
点
か
ら
、「
師
」
は
本

来
、
名
利
や
自
己
の
た
め
に
行
う
存
在
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い

る（
（1
（

。
よ
り
直
接
的
に
は
、
山
門
の
衆
徒
が
武
装
し
て
六
波
羅
を
攻
め

る
こ
と
に
対
す
る
論
評
に
見
ら
れ
る
。

○
評
云
、
凡
ソ
釈シ

ヤ

門ク
モ
ンノ

徒ト

タ
ラ
ン
者
ハ
、
大
聖シ

ヤ

世ウ
セ

尊ソ
ン

ノ
掟ヲ

キ
テヲ

不ザ
ル

レ

背
ソ
ム
カ

ヲ
以
テ
要ヨ

ウ

ト
ス
。（
中
略
）
仏ブ

ツ

菩ボ

薩
ハ
、
魔マ

ヲ
悪ニ

ク

シ
ト
思
ヒ

タ
マ
ハ
ズ
。
又
、
自ジ

ノ
利リ

養ヤ
ウ

ノ
タ
メ
ニ
シ
タ
マ
ハ
ズ
。
今
ノ
山

門
ノ
衆シ

ユ

徒ト

ハ
、
為タ

メ
二

名メ
イ

利リ
ノ

一

ニ
事
ヲ
仏
法
ニ
寄ヨ

セ
テ
、
多
ク
ノ
人ジ

ン

民ミ
ン

ヲ
殺セ

ツ

害ガ
イ

ス
。（
中
略
）
又
、
仁ジ

ン

義ギ

ノ
道ミ

チ

ヲ
以
テ
評
セ
バ
、
古イ

ニ
シヘ

ノ
聖セ

イ

王ワ
ウ

・
賢ケ

ン

主シ
ユ

、
敵
ヲ
亡
ボ
シ
給
フ
事
ハ
、
非ア

ラ
ズレ

為タ
メ
ニレ

自ジ
ノ

。
無ブ

道タ
ウ

ヲ
退シ

リ
ゾケ

テ
、
万
民
ヲ
シ
テ
令

シ
メ
ン

レ

安
ヤ
ス
カ
ラガ

タ
メ
也
。（
八
・
六
十
五
裏
〜

六
十
六
裏
）

　

こ
こ
で
は
「
今
」
の
山
門
衆
徒
が
「
名
利
」
の
た
め
に
慈
悲
の
殺

生
と
称
し
て
「
人
民
ヲ
殺
害
」
す
る
こ
と
が
批
判
さ
れ
て
い
る
。
だ

が
、
彼
ら
が
最
も
尊
ぶ
べ
き
「
大
聖
世
尊
」
た
る
釈
迦
や
「
仏
菩

薩
」
は
「
自
ノ
利
養
」
の
た
め
に
振
る
舞
っ
た
の
で
は
な
い
と
い
う
。

こ
れ
を
「
仁
義
ノ
道
」
か
ら
言
え
ば
、「
古
ヘ
ノ
聖
王
・
賢
主
」
も

自
ら
の
た
め
で
は
な
く
、「
無
道
」
を
退
け
る
た
め
に
敵
を
亡
ぼ
し

た
の
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
同
様
の
論
評
は
、
巻
第
一
の
北
条
氏
の
善

政
の
是
非
を
め
ぐ
る
「
評
」
に
も
見
え
る
。

時
政
・
義
時
等ラ

ガ
行カ

ウ

跡セ
キ

、
古イ

ニ
シヘ

ノ
道ミ

チ

ニ
似ニ

タ
リ
ト
イ
ヘ
ド
モ
、

内ナ
イ

心シ
ン

ハ
大
キ
ニ
異コ

ト

ナ
リ
。
古
ヘ
文ブ

ン

王ワ
ウ

ハ
、
自ジ

ヲ
思
フ
心
不
レ

在
マ
シ
マ
サ。

唯タ
ヾ

万バ
ン

民ミ
ン

ヲ
憐ア

ハ
レミ

給
フ
。
今
ノ
時
政
ハ
、
諸シ

ヨ

民ミ
ン

ニ
己
ガ
行
跡
ヲ
善ヨ

シ
ト
被レ

レ

謂イ
ハ

テ
、
天
下
ヲ
奪
ヒ
、
我
ガ
一
家ケ

ノ
栄
ヘ
ン
事
ヲ
楽

シ
ミ
ト
ス
。（
二
十
三
裏
）

　

北
条
時
政
や
義
時
達
の
政
治
は
「
古
ヘ
ノ
道
」
に
似
る
よ
う
で

「
内
心
」
と
は
大
い
に
異
な
り
、「
諸
民
ニ
己
ガ
行
跡
ヲ
善
シ
」
と
言

わ
れ
、
一
家
の
繁
栄
と
享
楽
を
得
る
た
め
に
天
下
を
奪
っ
た
と
さ
れ
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る（
（1
（

。
こ
こ
で
は
そ
う
し
た
時
政
ら
の
政
治
を
批
判
し
、
真
に
「
古
ヘ

ノ
道
」
を
体
現
す
る
人
物
と
し
て
儒
学
で
聖
人
に
列
さ
れ
る
周
の
文

王
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
そ
の
政
治
は
自
己
を
思
う
心
な
く
万
民
に
向

け
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
以
上
か
ら
、
聖
人
や
釈
迦
、

「
往
古
ノ
人
師
」
や
「
聖
王
」・「
賢
主
」
な
ど
の
存
在
が
、
自
分
の

「
名
利
」
や
「
利
養
」
の
た
め
に
行
動
し
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
聖
人
や
釈
迦
の
〈
自
ら
の
た
め
に
し
な

い
〉
と
い
う
姿
勢
は
、
彼
ら
が
多
く
の
「
世
人
」
や
「
愚
」
に
向
け

て
説
い
た
と
考
え
ら
れ
る
先
述
の
〈
自
他
互
助
論
〉

─
つ
ま
り
、

自
ら
の
立
身
の
た
め
の
「
見
返
り
」
を
求
め
る
志
向
や
手
段

─
と

は
無
縁
な
の
か
。
そ
こ
で
次
に
、
主
に
聖
人
と
功
利
性
の
関
わ
り
に

つ
い
て
見
て
お
き
た
い
。

　

巻
第
二
十
六
に
は
四
条
畷
の
戦
い
で
楠
正
成
の
子
・
正
行
が
高
師

直
と
戦
い
敗
死
し
た
内
容
に
関
連
し
て
、
正
成
が
一
族
に
深
謀
を
伝

え
る
際
の
心
得
を
言
い
置
い
た
と
い
う
箇
所
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
正

成
の
言
葉
と
し
て
、「
非
器
ノ
十
禍
」
に
当
た
る
人
物
に
深
謀
を
伝

え
て
は
い
け
な
い
こ
と
が
十
数
丁
に
及
ん
で
述
べ
ら
れ
て
い
る（

（1
（

（
三

十
一
表
〜
四
十
三
裏
・「
評
」）。
そ
の
「
六
」
条
目
の
「
佞
」
の
部
分
を

見
る
。

⑦
Ａ�

異イ

国コ
ク

ニ
ハ
佞
奸
ヲ
バ
一
ツ
ニ
心
得
タ
リ
ト
見
ヘ
タ
リ
。
然
共
、

上ジ
ヤ

宮ウ
グ

太ウ
タ

子イ
シ

、
佞ネ

イ

ト
奸カ

ン

ト
ヲ
バ
二
ツ
ニ
分
ケ
テ
心
得
給
ヘ
リ
。

「
先
奸
ハ
愚グ

ナ
リ
。
佞
ハ
邪ジ

ヤ

欲
ニ
賢カ

シ
コシ

。（
中
略
）
勇ユ

ウ

ア
リ
。
佞

ハ
聖セ

イ

ノ
裏ウ

ラ

、
奸
ハ
愚グ

ニ
シ
テ
、
勇
ニ
正シ

ヤ

直ウ
ジ
キナ

ル
ガ
裏ウ

ラ

ナ
リ
」
ト

宣ノ
タ
マヒ

シ
ト
ニ
ヤ
。
実マ

コ
トナ

ル
哉カ

ナ

。（
中
略
）

　

Ｂ�

角ク

申
バ
聖
人
ノ
智
恵
ト
、
佞ネ

イ

人
ノ
智
ハ
同
ジ
事
ニ
ヤ
思
ヒ
給
フ

ラ
メ
。
左サ

ニ
ハ
非
ズ
。
佞
人
若
シ
聖セ

イ

人
程ホ

ド

智チ

ア
ラ
バ
、
邪ジ

ヤ

ハ
有ア

ル
間マ

敷ジ

ク
候
。
賢ケ

ン

人
ノ
智
ニ
ダ
ニ
不ル
レ

及バ

、
益マ

シ
テ
聖
人
ト
ハ

中ナ
カ

々〳
〵

相
対タ

イ

ニ
モ
不ル
レ

及
事
ゾ
カ
シ
。

　

Ｃ�

其
ノ
故
、
我レ

人
ニ
ア
タ
セ
ン
ニ
、
人
又
我
ニ
ア
タ
セ
ザ
ラ
ン
ヤ
。

聖
ハ
知
リ
佞
ハ
不
レ

知
。
不ル
レ

知
故
ニ
佞
ハ
人
ニ
ア
タ
シ
、
聖
ハ

人
ニ
ア
タ
セ
ズ
。
是
一
ツ
。
人
ノ
命イ

ノ
チハ

百
年
栄
ヘ
テ
亡
ブ
。
後コ

ウ

代ダ
イ

ニ
不フ

義ギ

ト
被レ

ン
レ

謂イ
ハ

ハ
万バ

ン

年ネ
ン

。
豈ア

ニ

百
年
ノ
栄
ヘ
ヲ
取
ツ
テ
、
万

年
ノ
ソ
シ
リ
ヲ
ウ
ケ
ン
ヤ
。
聖
ハ
知
リ
佞
ハ
不
レ

了シ
ラ

。
是
二
ツ
。

　

Ｄ�

美ビ
シ

食ヨ
ク

ヲ
ク
ラ
ヒ
身ミ

ヲ
厳カ

ザ

リ
威イ

ヲ
専モ

ツ
パラ

ト
シ
、
人
ヲ
シ
テ
恐
レ
シ

ム
。
何ナ

ン

ノ
用ヨ

ウ

ゾ
ヤ
。
食シ

ヨ
クハ

飢キ

ヲ
止ヤ

メ
ン
ガ
タ
メ
、
衣
ハ
寒カ

ン

風プ
ウ

ヲ

防フ
セ

ガ
ン
タ
メ
ゾ
カ
シ
。
美ビ

シ

食ヨ
ク

何
ノ
徳
カ
ア
ル
。
好コ

ウ

衣エ

ハ
何
ノ
用

カ
ア
ル
。
威イ

ハ
苦ク

ノ
本モ

ト

也
。
何
ノ
宜
キ
所
カ
ア
ル
。
聖
ハ
是
ヲ

知
ル
故
ニ
、
行

カ
ウ
ジ

順ユ
ン

也
。
佞ネ

イ

ハ
是
ヲ
不ル
レ

知ラ

故
ニ
、
邪ジ

ヤ

欲ヨ
ク

深
ク
美ビ

シ

食ヨ
ク

ヲ
好
ミ
好カ

ウ

衣エ

ヲ
著チ

ヤ
クス

。
是
三
ツ
。（
中
略
）

　

Ｅ�
佞
ハ
偽イ

ツ
ハル

。
人
皆
智チ

ア
リ
。
何
ゾ
偽イ

ツ
ハリ

ヲ
知
ラ
ン
（
了
ラ
ザ
ラ

ン
─
十
八
冊
本
）。
聖
ハ
此
ヲ
知
ツ
テ
不
レ

偽ハ
ラ。

是
五
ツ
。
佞
ハ
人

ヲ
損ソ

ン

ザ
ス
。
我ワ

レ

他タ

ヲ
損ソ

ン

ズ
ル
則ト

キ

ン
バ
、
他タ

我ワ
レ

ヲ
損ソ

ン

ズ
。
不フ

義ギ

ノ

栄サ
カ

ヘ
ハ
如シ
二

浮
カ
ベ
ル
雲ノ
一。
聖
是
ヲ
知
ル
故
ニ
人
ヲ
不
レ

損ソ
ン
ゼ、

仁ジ
ン
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129　『太平記秘伝理尽鈔』における倫理と欲望

ヲ
専モ

ツ
パラ

ト
シ
テ
、
我ワ

レ

ヲ
忘ワ

ス

レ
テ
他タ

ヲ
好
ス
。
此
ノ
故
ニ
聖
ニ
ア

タ
ナ
シ
。
是
六
ツ
。

　

Ｆ�
佞ネ

イ

主
ハ
国
ヲ
奪ウ

バ

ヒ
、
民タ

ミ

ヲ
苦ク

ル

シ
メ
自ミ

ヅ
カラ

楽タ
ノ

シ
ム
。
聖
主
ハ
善ヨ

ク

政ゴ
ト

仕シ

テ
国
ヲ
治
メ
民
ヲ
安ヤ

ス

ン
ズ
。
国
ヲ
奪ウ

バ

ウ
者モ

ノ

ハ
国
是
レ
ヲ

害
シ
、
国
ヲ
安ヤ

ス

ン
ズ
ル
者
ハ
国
是
ヲ
安ヤ

ス

ン
ズ
。
聖
ハ
知
、
佞ネ

イ

ハ

不
レ

知ラ

。
是
七
ツ
。
此
ノ
外ホ

カ

、
佞
ト
聖
ト
ノ
智
ヲ
論ロ

ン

ズ
ル
ニ
山

ト
ツ
カ
ト
ノ
如
シ
。（
三
十
八
表
〜
三
十
九
裏
）

　

こ
こ
で
正
成
は
聖
徳
太
子
の
言
葉
を
引
き
、「
佞
」
と
は
「
邪
欲（

（1
（

」

に
「
賢
」
い
点
で
「
聖
ノ
裏
」
で
あ
り
（
⑦
Ａ
）、「
聖
人
」
と
「
佞

人
」
の
違
い
は
「
智
恵
」
の
あ
り
方
に
よ
る
と
説
明
す
る（

（2
（

（
⑦
Ｂ
）。

以
下
、「
聖
」
と
は
、
敵
対
は
敵
対
を
生
み
（
⑦
Ｃ
）、「
美
食
」
や

「
好
衣
」
に
よ
る
「
威
」（
身
を
飾
る
こ
と
に
よ
る
立
派
さ
）
が
「
苦
ノ

本
」
で
あ
り
（
⑦
Ｄ
）、「
人
」
を
損
な
っ
て
得
た
利
益
は
「
不
義
ノ

栄
ヘ
」
で
浮
雲
の
よ
う
に
は
か
な
い
こ
と（

（2
（

（
⑦
Ｅ
）
を
「
知
」
る
た

め
に
、
そ
れ
を
行
わ
な
い
存
在
と
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
聖
人
」

と
は
、「
邪
欲
」
や
「
不
義
」
に
よ
る
物
質
的
・
世
俗
的
な
功
利
心

を
透
徹
し
た
「
智
」
に
よ
っ
て
超
剋
す
る
点
に
お
い
て
「
佞
人
」
と

は
異
な
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
天
下
に
善
政
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
存

在
（
⑦
Ｆ
）
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
智
」
が
個
別
具
体
的
な
状

況
で
最
適
な
「
謀
」（
方
法
）
や
正
し
い
道
理
（「
正
理
」）
を
見
出
す

た
め
の
能
力
で
あ
る
点
は
以
前
に
考
察
し
た
が（

（2
（

、
加
え
て
「
智
」
は

「
善
悪
」
の
判
断
に
も
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。「
智チ

人
ハ
義
ヲ
取
テ
命

ヲ
捨
テ
、
愚グ

人
ハ
義
ヲ
捨
テ
、
命
ヲ
持タ

モ

ツ
ゾ
」（
六
・
六
十
裏
・「
評
」）、

「
智チ

ノ
利リ

剣ケ
ン

ヲ
以
テ
先マ

ヅ
煩
悩
ヲ
退タ

イ

治ヂ

セ
ヨ
。
国
自

ヲ
ノ
ヅ
カ

ラ
太
平
ナ
ラ

ン
。
此
ヲ
守マ

モ

ル
則ト

キ

ン
バ
、
子シ

々ヽ

孫ソ
ン

々〳
〵

ト
云
共
、
危
ウ
キ
事
ナ
ケ
ン
」

（
二
十
五
・
十
九
表
・「
伝
」）
な
ど
の
例
か
ら
も
、「
智
」
の
倫
理
的
な

側
面
が
窺
わ
れ
る
。

　

ま
た
、「
仁
ヲ
専
ラ
ト
シ
テ
、
我
ヲ
忘
レ
テ
他
ヲ
好
ス
。
此
ノ
故

ニ
聖
ニ
ア
タ
ナ
シ
」（
⑦
Ｅ
）
と
さ
れ
る
点
に
も
注
意
し
た
い（

（2
（

。
こ
の

よ
う
に
「
聖
人
」
が
振
る
舞
う
の
は
、「
邪
欲
」
に
よ
る
「
不
義
ノ

栄
ヘ
」
を
不
要
と
「
知
」
る
透
徹
し
た
「
智
」
を
持
つ
こ
と
に
由
来

す
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
れ
ば
、
こ
こ
で
の
〈
我
を
忘
れ
る
〉
と
は
、

文
字
通
り
に
自
我
を
完
全
に
消
却
す
る
こ
と
と
い
う
よ
り
も
、
む
し

ろ
「
智
」
に
基
づ
く
徹
底
的
な
自
覚
や
内
省
に
よ
っ
て
「
我
」
を
統

御
し
た
〈
無
私
〉
の
姿
勢
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
は

過
剰
な
「
欲
」
が
卓
越
し
た
「
智
」
に
よ
っ
て
超
剋
さ
れ
、「
一
身
」

を
利
す
る
よ
う
な
「
美
食
」
や
「
好
衣
」
な
ど
の
物
質
的
・
世
俗
的

繁
栄
に
価
値
が
認
め
ら
れ
な
い
た
め
、
聖
人
は
（
そ
の
結
果
と
し
て
繁

栄
に
至
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
）、
世
俗
的
な
功
利
を
志
向
し
て
は
い
な
い
。

聖
人
や
釈
迦
は
、
人
間
の
「
欲
」
に
「
智
」
を
も
っ
て
対
峙
・
内
省

し
、
そ
れ
を
克
服
す
る
と
い
う
〈
無
私
〉
の
姿
勢
に
よ
り
、
一
般
的

な
「
世
人
」
と
は
一
線
を
画
す
特
別
な
存
在
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

　

最
後
に
、「
聖
」
と
「
佞
」
の
差
異
を
、「
道
」
へ
の
適
い
方
の
観
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点
か
ら
確
認
し
て
お
き
た
い
。

凡
佞
ハ
少
シ
智
ノ
有
ル
人
、
物
ノ
心
ヲ
モ
少
シ
弁ワ

キ
マヘ

ナ
ガ
ラ
、

我
ガ
一
身
ヲ
耳ノ

ミ

大
事
ト
思
ヒ
、
上ウ

ハ

部ベ

ハ
道
ヲ
嗜タ

シ
ナム

為テ
イ

体タ
ラ
クニ

テ
、

ソ
コ
ハ
邪ジ

ヤ

欲ヨ
ク

深フ
カ

ク
、
人
ノ
亡
ビ
ン
ヲ
歎ナ

ゲ

キ
ト
セ
ザ
ル
故
ニ
、
一ヨ

ロ

切ヅ

ノ
善
キ
行
ヒ
有
レ
共
、
皆
上
部
計
ニ
テ
、
真マ

コ
トノ

聖セ
イ

ノ
道
ニ
非

ズ
。
我
ヲ
大
事
ト
計
思
フ
故
ニ
、
為
レ

国
為
レ

主ノ

ニ
一
命メ

イ

ヲ
不ズ

レ

捨ス
テ

、
類ル

イ

親シ
ン

ヲ
亡
シ
、
主
ヲ
亡
シ
テ
モ
我
ガ
栄サ

カ

ヘ
ン
事
ヲ
願
フ
。

又
、
身
ノ
所シ

ヨ

徳ト
ク

有
ル
則ト

キ

ン
バ
、
無ブ

道
ノ
行
多
シ
。
サ
レ
バ
佞
ノ

智
有
ル
ハ
、
上
部
ハ
聖セ

イ

人
ニ
似
タ
リ
。（
中
略
）
兎ト

角カ
ク

自
讃
モ
毀

他
モ
、
佞
モ
奸
モ
愚グ

ノ
一
ツ
ヨ
リ
生
ズ
ル
ナ
ル
ベ
シ
。
上カ

ミ

一
人

ヨ
リ
下シ

モ

万バ
ン

民ミ
ン

ニ
至イ

タ

ル
マ
デ
願
ハ
マ
ボ
シ
キ
ハ
智
ナ
ル
ベ
シ
ト
知

ル
ベ
シ（

（2
（

。（
三
十
四
・
三
十
二
表
〜
裏
・「
評
」）

　
「
佞
」
は
「
智
」
が
あ
り
、「
物
ノ
心
」
も
少
し
知
る
こ
と
か
ら

「
道
」
を
行
う
「
聖
人
」
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
心
の
底
で
は
「
邪

欲
」
が
深
く
「
一
身
」
の
み
を
思
う
た
め
に
、「
一
切
ノ
善
キ
行
ヒ
」

も
「
上
部
」
に
過
ぎ
ず
、
決
し
て
「
真
ノ
聖
ノ
道
」
で
は
な
い
と
い

う
。「
自
讃
」・「
毀
他
」・「
奸
」
な
ど
も
「
愚
」
よ
り
生
じ
る
た
め
、

こ
こ
で
も
「
智
」
は
万
人
が
「
道
」
を
実
践
す
る
う
え
で
重
要
と
さ

れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
論
理
か
ら
は
、
先
述
し
た
夢
窓
の

「
伽
藍
造
立
」
を
彼
の
「
心
持
チ
」
に
関
わ
ら
ず
「
仏
ノ
真
似
」
と

評
価
す
る
「
評
」（
③
）
へ
の
批
判
（
④
）
や
、
北
条
時
政
ら
の
仁
政

の
「
行
跡
」
に
「
一
家
」
の
繁
栄
と
天
下
簒
奪
の
「
内
心
」
を
記
す

姿
勢
の
真
意
が
垣
間
見
え
る
。
す
な
わ
ち
、『
理
尽
鈔
』
に
お
い
て

本
質
的
な
善
行
と
善
行
の
「
真
似
」
は
厳
密
に
は
峻
別
さ
れ
て
お
り
、

「
道
」
を
形
式
的
に
「
真
似
」
る
こ
と
は
（
そ
こ
に
私
意
が
伴
う
と
し
て

も
）
一
応
評
価
さ
れ
る
が
、
や
は
り
本
来
的
な
あ
り
方
と
は
考
え
ら

れ
て
い
な
い
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う（

（2
（

。

お
わ
り
に

　

最
後
に
本
稿
を
整
理
す
る
と
、
冒
頭
で
見
た
よ
う
に
、
従
来
の

研
究
で
は
聖
人
や
釈
迦
も
人
間
と
同
様
に
功
利
心
を
ま
ぬ
が
れ
な

い
存
在
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
上
述
の
よ
う
に
、
聖
人
や
釈
迦

を
「
賊
」
と
す
る
主
張
は
、
あ
る
「
禅
師
」
が
述
べ
る
「
誡
メ
ノ
境

界
」
と
い
う
説
に
限
ら
れ
て
い
る
（
管
見
の
限
り
、
全
巻
を
通
じ
て
も
見

出
し
得
な
い
）。
そ
し
て
、
そ
の
直
後
に
あ
る
「
評
」
で
は
、
そ
う
し

た
「
末
世
」
の
「
法
師
」
に
よ
る
他
宗
派
批
判
の
姿
勢
が
批
判
さ
れ

て
お
り
、
ま
た
聖
人
や
釈
迦
が
五
常
や
仏
法
の
「
道
」
を
説
い
た
の

は
、「
一
身
ヲ
利
セ
ン
」
と
い
う
「
欲
」（
世
俗
的
な
功
利
心
）
を
持
つ

人
間
（
社
会
）
の
た
め
に
説
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
点
か

ら
、「
禅
師
」
の
〈
聖
人
・
釈
迦
「
賊
」
論
〉
と
別
の
箇
所
に
お
け

る
利
他
の
論
（〈
自
他
互
助
論
〉）
と
は
区
別
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。

　

こ
の
〈
自
他
互
助
論
〉
は
、「
欲
」
を
「
智
」
に
よ
っ
て
統
御
で
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き
な
い
多
く
の
「
愚
」
か
な
「
世
人
」
が
、「
自
他
」
と
も
に
「
安

楽
」
に
生
き
る
た
め
の
方
法
と
し
て
説
か
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
『
理

尽
鈔
』
に
お
い
て
退
廃
し
た
末
代
の
人
々
の
倫
理
を
涵
養
す
る
た

め
の
方
法
の
一
つ
で
あ
り
、
こ
れ
を
始
点
と
し
て
、
最
終
的
に
は

「
古
」
や
「
上
代
」
の
よ
う
に
、「
畜
類
」（
十
四
・
七
十
三
裏
・「
評
」）

と
は
異
な
る
「
人
タ
ル
者
」
と
し
て
の
「
道
」
の
自
覚
的
な
感
得
が

目
指
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

　

他
方
、
聖
人
・
釈
迦
や
古
の
師
な
ど
に
は
共
通
し
て
〈
自
ら
の
た

め
に
し
な
い
〉
と
い
う
〈
無
私
〉
の
姿
勢
が
見
ら
れ
た
。
そ
こ
で
は

人
間
の
持
つ
「
欲
」
が
も
た
ら
す
悪
影
響
に
つ
い
て
、
卓
越
し
た

「
智
」
に
よ
る
自
覚
が
あ
る
ゆ
え
に
、
世
俗
的
な
功
利
心
は
超
剋
さ

れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
「
智
」
の
あ
り
方
の
違
い
に
よ
っ
て
、
聖
人

や
釈
迦
は
一
般
的
な
世
人
と
は
一
線
を
画
し
た
倫
理
的
・
理
想
的
な

存
在
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
そ
れ
ゆ
え
に
そ
の
教
え
は
「
道
」
の

理
論
的
基
礎
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
「
欲
ハ
亡
国
ノ
根
也
。
一ヨ

ロ
ヅ切

ノ
禍
ハ
欲
ヨ
リ
生
ズ
」（
二
十
四
・
二

十
九
裏
・「
評
」）、「
一
切
ノ
災ワ

ザ
ハイ

ハ
欲
ヨ
リ
生シ

ヤ
ウズ

」（
三
十
八
・
三
十
二

表
・「
評
」）、
な
ど
と
あ
る
よ
う
に
、『
理
尽
鈔
』
に
お
い
て
「
欲
」

は
き
わ
め
て
批
判
的
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
が
、
若
尾
氏
も
指
摘
す
る

よ
う
に
、
一
方
で
人
間
に
と
っ
て
完
全
に
消
し
去
る
こ
と
が
で
き
な

い
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る（

（2
（

。〈
自
他
互
助
論
〉
は
、
こ
う
し
た
欲

望
を
統
御
で
き
な
い
人
々
を
治
め
る
た
め
の
「
心
得
」
と
し
て
述
べ

ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
「
欲
」
の
充
足
と
い
う
世
俗
的
な
繁
栄
の
達

成
を
目
的
に
掲
げ
つ
つ
、
そ
の
到
達
の
過
程
を
倫
理
化
す
る
こ
と

で
「
道
」
に
よ
る
治
世
を
目
指
し
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
の
点
に
関

連
し
て
想
起
さ
れ
る
の
は
、
上
安
祥
子
氏
の
研
究
で
あ
る
。
上
安
氏

は
、
藤
原
惺
窩
と
山
鹿
素
行
の
思
想
を
分
析
し
、
両
者
の
思
想
の
過

程
に
は
「
欲
望
を
倫
理
に
す
る
」
と
い
う
発
想
の
「
転
回
」
が
あ
っ

た
こ
と
を
見
出
し
て
い
る（

（2
（

。
試
み
に
、
こ
の
過
程
に
あ
て
は
め
る
と
、

『
理
尽
鈔
』
の
〈
自
他
互
助
論
〉
は
惺
窩
と
素
行
の
間
に
位
置
す
る

と
推
測
さ
れ
、
今
後
、
本
書
と
十
七
世
紀
前
半
の
思
想
と
の
関
わ
り

を
追
究
す
る
う
え
で
も
、
上
安
氏
の
論
は
示
唆
に
富
む
。

　

も
っ
と
も
、『
太
平
記
』
に
お
い
て
、
当
代
は
す
で
に
「
欲ヨ

ク

心シ
ン

熾シ
ジ

盛ヤ
ウ

ニ
シ
テ
君
臣
父
子
ノ
道
ヲ
モ
不
レ

弁
ワ
キ
マ
ヘ」、「

臣
殺シ
レ

君ヲ

子
殺ス
レ

父ヲ

、
力

ヲ
以
テ
可キ
レ

争フ

時
到
ル
」「
下
剋
上
」（
巻
第
二
十
七
「
雲
景
未
来
記
事
」。

三
・
六
二
頁
）
の
時
代
で
あ
り
、
人
々
の
「
欲
心
」
に
よ
る
乱
世
が

描
か
れ
て
い
る
。『
太
平
記
』
で
は
、「
序
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
な

「
明
君
」
の
「
天
之
徳
」
と
「
良
臣
」
の
「
地
之
道
」
に
よ
る
政
治

規
範
に
基
づ
い
て
、
眼
前
の
「
下
剋
上
」
の
現
状
が
批
判
さ
れ
続
け

る
（
一
・
三
四
頁
）。
だ
が
、
そ
う
し
た
「
欲
心
熾
盛
」
の
世
に
〈
正

し
い
あ
り
方
〉
を
実
現
す
る
た
め
の
明
確
な
思
想
は
、
つ
い
に
提
示

さ
れ
得
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
、『
理
尽
鈔
』

の
「
欲
」
に
対
す
る
ま
な
ざ
し
と
そ
れ
に
基
づ
く
倫
理
観
（
治
世
論
）

は
、『
太
平
記
』
に
お
い
て
明
確
に
提
示
さ
れ
得
な
か
っ
た
「
太
平
」
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を
実
現
す
る
た
め
の
具
体
的
な
方
法
で
あ
り
、『
太
平
記
』
か
ら
持

ち
越
さ
れ
た
難
問
に
対
す
る
一
つ
の
解
答
と
捉
え
ら
れ
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

＊『
理
尽
鈔
』
の
引
用
は
正
保
二
年
刊
記
『
恩
地
左
近
太
郎
聞
書
』
付

載
の
無
刊
記
版
本
（
高
知
県
立
図
書
館
蔵
。
国
文
学
研
究
資
料
館
マ

イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
）
に
よ
り
、
適
宜
改
行
し
、
通
行
の
文
字
・
新
字

体
に
改
め
、
句
読
点
・
濁
点
・
衍
字
・
合
字
・
繰
り
返
し
記
号
等

を
一
部
改
め
、
脱
字
や
私
的
な
訂
正
は
［　

］
で
補
っ
た
。
引
用
・

参
照
の
際
は
、（　

）
内
に
巻
数
・
丁
数
・
表
裏
・
項
目
（「
評
」・

「
伝
」・
な
し
）
と
示
し
た
。
巻
第
十
六
ま
で
は
今
井
正
之
助
・
加
美

宏
・
長
坂
成
行
校
注
『
太
平
記
秘
伝
理
尽
鈔
』
1
〜
4
（
平
凡
社
東

洋
文
庫
、
二
〇
〇
二
年
、
二
〇
〇
三
年
、
二
〇
〇
四
年
、
二
〇
〇
七

年
。
校
注
本
と
略
称
）
を
参
照
し
、
異
同
を
（
─
校
・
異
）、
異
同

に
よ
る
補
入
を
（
─
校
・
異
・
補
）
と
示
し
た
。
巻
第
十
七
以
降
の

異
同
は
現
存
最
古
の
写
本
と
さ
れ
る
「
室
町
末
期
写
」
尊
経
閣
文
庫

所
蔵
本
（
十
八
冊
本
。
甲
南
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
の
影
印
）
に
よ

り
（
─
十
八
冊
本
）
と
示
し
た
。『
太
平
記
』
の
引
用
は
、
後
藤
丹

治
・
釜
田
喜
三
郎
・
岡
見
正
雄
校
注
『
太
平
記
』
一
〜
三
（
日
本
古

典
文
学
大
系
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
〇
〜
一
九
六
二
年
）
に
よ
る
。

番
号
・
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
等
は
引
用
者
に
よ
る
。

注
（
1
）　

加
美
宏
①
『
太
平
記
享
受
史
論
考
』
桜
楓
社
、
一
九
八
五
年
。

同
②
『
太
平
記
の
受
容
と
変
容
』
翰
林
書
房
、
一
九
九
七
年
。
若
尾

氏
の
研
究
は
後
掲
注
参
照
。

（
2
）	

今
井
正
之
助
『『
太
平
記
秘
伝
理
尽
鈔
』
研
究
』
汲
古
書

院
、
二
〇
一
二
年
。

（
3
）　

前
者
は
『
論
語
』
八
佾
「
君
、
臣
を
使
う
に
礼
を
以
て
し
、
臣
、

君
に
事
う
る
に
忠
を
以
て
す
」（
六
三
頁
）、
後
者
は
『
論
語
』
子
路

「
父
は
子
の
為
め
に
隠
し
、
子
は
父
の
為
め
に
隠
す
」（
二
六
〇
頁
）

に
類
似
す
る
（
金
谷
治
『
論
語
』
岩
波
文
庫
、
一
九
六
三
年
、
一
九

九
九
年
改
訳
、
に
よ
る
）。

（
4
）　

拙
稿
①
「『
太
平
記
秘
伝
理
尽
鈔
』
に
お
け
る
「
謀
」
─
「
道
」

と
の
関
わ
り
か
ら
─
」『
文
化
学
年
報
』
六
三
、
二
〇
一
四
年
三
月
。

（
5
）　

若
尾
政
希
①
『
安
藤
昌
益
か
ら
み
え
る
日
本
近
世
』（
東
京
大

学
出
版
会
、
二
〇
〇
四
年
）
第
六
章
「
昌
益
の
思
想
形
成
と
「
太

平
記
読
み
」」（
初
出
『
日
本
歴
史
』
五
八
三
、
一
九
九
六
年
十
二

月
）、
二
九
五
頁
。
同
②
『「
太
平
記
読
み
」
の
時
代
─
近
世
政
治
思

想
史
の
構
想
─
』（
平
凡
社
、
一
九
九
九
年
）
第
一
部
第
三
章
「「
太

平
記
読
み
」
に
お
け
る
政
治
と
学
問
」（
初
出
『
日
本
史
研
究
』
三

八
〇
、
一
九
九
四
年
四
月
）、
一
三
二
〜
一
三
四
頁
、
に
も
同
旨
が

あ
る
。
な
お
氏
は
「
太
平
記
読
み
」
を
「
民
衆
相
手
の
太
平
記
読
み

と
区
別
し
て
、『
理
尽
鈔
』
講
釈
及
び
そ
の
講
釈
師
」（
前
掲
書
②
序

章
一
「「
太
平
記
読
み
」
と
は
何
か
」、
四
〇
〜
四
一
頁
）
と
定
義
す
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133　『太平記秘伝理尽鈔』における倫理と欲望

る
。

（
6
）　

若
尾
氏
前
掲
書
①
第
六
章
、
二
八
八
頁
。
同
②
序
章
一
、
二
一

〜
二
二
頁
、
若
尾
政
希
③
『
近
世
の
政
治
思
想
論
─
『
太
平
記
評

判
秘
伝
理
尽
鈔
』
と
安
藤
昌
益
─
』（
校
倉
書
房
、
二
〇
一
二
年
）

序
章
「
書
物
か
ら
時
代
を
読
む
─
読
書
研
究
の
す
す
め
─
」（
初
出

『
一
橋
論
叢
』
一
二
三
─
四
、
二
〇
〇
〇
年
四
月
）、
二
三
頁
、
に
も

同
旨
が
あ
る
。

（
7
）　

以
上
、
若
尾
氏
前
掲
書
①
第
六
章
、
二
九
六
頁
。
同
②
第
一
部

第
三
章
、
一
三
四
頁
。

（
8
）　

若
尾
氏
前
掲
書
①
第
六
章
、
三
〇
三
頁
。
同
②
終
章
一
「
安
藤

昌
益
の
思
想
形
成
と
「
太
平
記
読
み
」」（
初
出
は
前
掲
書
①
論
文
と

同
じ
）、
三
一
九
頁
。

（
9
）　

以
上
は
、
若
尾
政
希
④
「
神
・
儒
・
仏
の
交
錯
─
「
太
平
記
読

み
」
と
そ
の
時
代
─
」（
島
薗
進
・
高
埜
利
彦
・
林
淳
・
若
尾
政
希

編
『
シ
リ
ー
ズ
日
本
人
と
宗
教
─
近
世
か
ら
近
代
へ 
第
二
巻 

神
・

儒
・
仏
の
時
代
─
』
春
秋
社
、
二
〇
一
四
年
十
一
月
、
五
七
〜
六
〇

頁
）
に
も
総
括
的
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。

（
10
）　

若
尾
氏
前
掲
書
①
第
五
章
「
延
享
期
昌
益
の
思
想
」（
初
出

『
日
本
文
化
研
究
所
研
究
報
告
』
二
八
、
一
九
九
二
年
三
月
）。『
太

平
記
大
全
』
は
、
流
布
本
系
『
太
平
記
』
の
本
文
と
、『
太
平
記
鈔
』

に
よ
る
注
釈
の
「
鈔
」、『
理
尽
鈔
』
か
ら
の
「
評
」
と
「
伝
」、『
太

平
記
理
尽
図
経
』
に
よ
る
「
図
経
」、
編
者
西
道
智
に
よ
る
注
解

の
「
伝
記
」
か
ら
成
る
。
万
治
二
年
（
一
六
五
九
）
の
刊
記
を
持

つ
。
加
美
氏
前
掲
書
②
第
四
章
第
二
節
「『
太
平
記
大
全
』」（
初
出

徳
江
元
正
編
『
室
町
藝
文
論
攷
』
三
弥
井
書
店
、
一
九
九
一
年
十
二

月
）、
今
井
氏
前
掲
書
第
四
部
第
一
章
「「
太
平
記
評
判
書
」
の
転
成

─
『
理
尽
鈔
』
か
ら
『
太
平
記
綱
目
』
ま
で
─
」（
初
出
『
愛
知
教

育
大
学
研
究
報
告
』
四
三
、
一
九
九
四
年
二
月
）
参
照
。

（
11
）　

若
尾
氏
前
掲
書
①
第
六
章
、
三
〇
四
頁
。
同
②
終
章
一
、
三
二

〇
頁
。
同
③
序
章
、
二
三
頁
。

（
12
）　

夢
窓
へ
の
批
判
は
以
下
の
通
り
。
①
天
龍
寺
建
立
の
為
に
「
不

定
ノ
夢
」
を
用
い
、
名
利
の
た
め
に
虚
言
を
述
べ
た
、
②
弟
子
の
尊

氏
兄
弟
の
愚
を
払
わ
な
か
っ
た
、
③
天
下
の
大
乱
と
武
家
の
過
奢
で

諸
人
が
飢
饉
に
苦
し
む
中
、
夢
窓
は
驕
り
の
ま
ま
に
天
龍
寺
を
建
立

し
、
諸
国
の
人
民
を
疲
弊
さ
せ
た
。
④
古
の
僧
と
異
な
り
、
今
の
夢

窓
は
一
身
の
繁
栄
の
た
め
に
荘
厳
な
寺
院
を
建
立
し
た
（
五
裏
〜
七

裏
）。

（
13
）　

こ
の
箇
所
、
十
八
冊
本
は
「
誡
」
で
は
な
く
「
賊
」
と
し
、
以

下
も
「
賊
」
を
当
て
る
。
版
本
は
「
賊
」
の
傍
訓
を
「
イ
マ
シ
メ
」

と
す
る
な
ど
混
同
が
見
ら
れ
る
が
、
内
容
か
ら
「
賊
」
が
妥
当
か

（
十
八
冊
本
に
は
「
賊
」
の
傍
訓
が
な
い
）。
本
稿
で
は
、
ひ
と
ま
ず

版
本
の
「
誡
」
に
従
う
こ
と
に
す
る
。

（
14
）　

中
村
元
『
広
説
仏
教
語
大
辞
典 

縮
刷
版
』（
東
京
書
籍
、
二

〇
一
〇
年
）
に
よ
る
と
、「
四
悉
檀
」
は
「
仏
の
説
法
を
四
類
に

分
け
た
も
の
」（
六
五
二
頁
）
で
、「
世
界
悉
檀
」・「
各
各
為
人
悉

檀
」・「
対
治
悉
檀
」・「
第
一
義
悉
檀
」
を
指
す
。「
世
界
悉
檀
」
は
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「
世
間
一
般
の
願
望
に
応
じ
た
法
を
説
い
て
歓
喜
の
利
益
を
も
た
ら

す
こ
と
。
公
衆
道
徳
な
ど
世
間
一
般
に
解
り
や
す
い
事
が
ら
か
ら
説

き
始
め
て
段
階
的
に
高
い
見
地
へ
と
教
え
導
く
こ
と
」（
一
〇
〇
二

頁
）
と
あ
る
。
管
見
で
は
「
世
界
悉
檀
」
の
語
は
こ
の
巻
の
み
に
見

え
、
巻
第
二
十
五
に
は
「
天
台
ノ
退

（
マ
マ
）治

悉
檀
」（
十
九
表
・「
伝
」）

と
見
え
る
。

（
15
）	

「
全マ

ツ
タキ

人
狂キ

ヤ

人ウ
ジ
ンノ

真マ

似ネ

ヲ
セ
バ
即ス

ナ
ハチ

狂
人
也
」
は
、
校
注
本

四
・
三
〇
五
頁
注
七
三
に
よ
る
と
、
兼
好
法
師
『
徒
然
草
』
第
八
五

段
の
「
狂
人
の
真
似
と
て
大
路
を
走
ら
ば
、
即
ち
狂
人
な
り
。
悪
人

の
真
似
と
て
人
を
殺
さ
ば
、
悪
人
な
り
。
驥き

を
学
ぶ
は
驥
の
類
ひ
、

舜し
ゆ
んを

学
ぶ
は
舜
の
徒

と
も
が
らな

り
。
偽
り
て
も
賢
を
学
ば
ん
を
、
賢
と
い

ふ
べ
し
」
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

（
16
）　

山
門
の
僉
議
に
対
す
る
「
評
」
に
も
、「
何
ゾ
禅
宗
ヲ
都ス

ベ
テ
邪ジ

ヤ

ト
シ
、
天
台
ヲ
都
テ
正
ト
セ
ン
。
禅
宗
ニ
モ
邪
ア
リ
ナ
ン
。
又
正
モ

有
リ
ナ
ン
。
天
台
ニ
モ
邪
モ
有
リ
ナ
ン
。
正
モ
在
リ
ナ
ン
。
一
向
ニ

禅
ヲ
邪
ト
欲
ル
事
ノ
偏ヘ

ン
ニ
堕ダ

シ
タ
リ
。（
中
略
）
往ハ

ウ
古コ

ノ
諸
師
、
互

ニ
破
ヲ
以
テ
セ
ン
事
ハ
、
其
宗
ノ
仏
法
ヲ
破
ル
ニ
ハ
非
ズ
。
其
師シ

ノ

邪
ナ
ル
ヲ
破
シ
テ
也
。
又
邪
師
ト
謂イ

ヘ
バ
ト
テ
一
円
ニ
邪
ナ
ル
ニ
非

ズ
。
其
師
ノ
正
ナ
ル
ヲ
立
テ
ン
為
ニ
邪
ヲ
破
ス
ル
耳ノ

ミ
。
又
、
当
時
ノ

人
ノ
他
ヲ
悪
［
ン
］
ジ
テ
、
非ヒ

ヲ
顕
ス
様
ニ
ハ
非
ズ
。
道
ヲ
シ
テ
直

カ
ラ
シ
メ
ン
為
也
」（
二
十
四
・
十
四
裏
〜
十
五
表
）
と
あ
る
。

（
17
）　

こ
の
後
、
善
政
を
真
似
た
時
政
を
擁
護
す
る
論
評
と
そ
れ
を
批

判
す
る
論
評
が
続
く
。
こ
の
図
式
は
夢
窓
の
「
仏
」
の
「
真
似
」
に

対
す
る
評
価
と
批
判
（
第
一
節
③
④
）
に
通
ず
る
。
注（
25
）参
照
。

（
18
）　
「
非
器
ノ
十
禍
」
と
は
、
①
器
量
な
き
者
、
②
心
が
愚
か
な
者
、

③
臆
す
る
者
、
④
「
勢
虚
」
の
者
、
⑤
「
奸
」
人
、
⑥
「
佞
」
人
、

⑦
主
を
軽
ん
じ
他
を
嘲
る
者
、
⑧
邪
説
を
述
べ
て
諸
人
を
惑
わ
す
者
、

⑨
財
を
求
め
て
道
を
説
く
者
、
⑩
無
量
の
悪
事
を
生
ず
る
者
、
を
指

す
。

（
19
）　
「
邪
欲
」
の
端
的
な
説
明
と
し
て
、「
邪
欲
ト
ハ
取
ル
マ
ジ
キ
物

ヲ
取
リ
、
可キ
レ

施
ホ
ド
コ
スヲ

不ズ
レ
施

ホ
ド
コ
サ

等ト
ウ

ノ
事
也
」（
四
・
二
十
一
表
・「
評
」）

と
あ
る
。

（
20
）　

こ
こ
で
の
「
聖
」
の
「
智
」
は
、「
賢
」
の
「
智
」（
第
二
節
⑥

Ｄ
）
と
類
似
し
て
い
る
が
、
⑦
Ｂ
に
は
「
佞
人
」
の
「
智
」
は
「
賢ケ

ン

人
ノ
智
ニ
ダ
ニ
不ル
レ
及バ
、
益マ

シ
テ
聖
人
ト
ハ
中ナ

カ

々〳
〵

相
対タ

イ
ニ
モ
不ル
レ
及

事
ゾ
カ
シ
」
と
あ
る
。
⑥
Ｄ
で
の
「
賢
」
が
「
身
ヲ
利
ス
ル
」
こ
と

に
留
ま
る
の
に
対
し
、
⑦
の
「
聖
」
の
「
智
」
は
他
者
へ
の
「
仁
」

を
志
向
す
る
点
で
、「
聖
」
と
「
賢
」
の
「
智
」
に
は
差
異
が
認
め

ら
れ
る
。

（
21
）　

⑦
Ｅ
の
「
不フ

義ギ

ノ
栄サ

カ
ヘ
ハ
如シ
二

浮
カ
ベ
ル
雲ノ
一

」
と
い
う
表
現

は
、『
論
語
』
述
而
「
不
義
に
し
て
富
み
且
つ
貴
き
は
、
我
れ
に
於

い
て
浮
雲
の
如
し
」（
注（
3
）前
掲
書
、
一
三
六
頁
）
を
踏
ま
え
て

い
る
。

（
22
）　

拙
稿
②
「『
太
平
記
秘
伝
理
尽
鈔
』
の
「
理
」
─
合
理
的
思
惟

の
論
理
と
構
造
─
」『
軍
記
と
語
り
物
』
四
九
、
二
〇
一
三
年
三
月
。

（
23
）　
「
仁
」
の
専
心
に
よ
り
「
ア
タ
」（
敵
）
が
い
な
い
と
い
う
聖
人
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135　『太平記秘伝理尽鈔』における倫理と欲望

観
は
、『
孟
子
』
梁
恵
王
上
「
仁
者
は
敵
な
し
」（
小
林
勝
人
『
孟
子

（上）
』
岩
波
文
庫
、
一
九
六
八
年
、
四
五
〜
四
七
頁
）
に
も
通
じ
る
。

（
24
）　

こ
の
箇
所
は
、
普
段
か
ら
武
勇
を
「
自
讃
」
し
て
い
た
足
利
方

の
禰
津
小
次
郎
が
紀
伊
龍
門
山
の
戦
い
に
敗
れ
、「
日
本
第
一
ノ
太

刀
」
を
捨
て
、
我
先
に
逃
げ
た
こ
と
へ
の
「
評
」
で
あ
る
（『
太
平

記
』
巻
第
三
十
四
「
紀
州
龍
門
山
軍
事
」、
三
・
二
八
七
頁
）。

（
25
）　

拙
稿
①
で
、
偽
り
の
「
謀
」
で
も
「
道
」
に
適
え
ば
肯
定
さ
れ

る
素
地
が
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
が
、
善
政
の
「
真
似
」
を
め
ぐ
る
賛

否
は
、「
謀
」
に
よ
る
統
治
の
是
非
を
問
う
こ
と
に
も
通
じ
る
。
た

だ
し
、
偽
り
の
「
謀
」
が
是
認
さ
れ
る
場
合
、「
一
身
」
の
た
め
の

私
的
な
行
使
は
排
除
さ
れ
る
。
北
条
氏
の
政
治
を
め
ぐ
る
論
評
併
記

も
、
最
後
は
「
非
ナ
ル
カ
」（
二
十
四
表
）
と
批
判
的
に
結
ば
れ
て

い
る
。

（
26
）　

若
尾
氏
前
掲
書
①
第
六
章
、
二
九
六
頁
。
こ
こ
で
氏
は
「「
太

平
記
読
み
」
に
よ
れ
ば
、
人
間
は
利
欲
を
捨
て
去
る
こ
と
が
で
き
な

い
存
在
で
あ
」
り
、「
学
問
修
行
に
よ
っ
て
利
欲
の
心
を
根
絶
す
る

と
い
う
よ
う
な
修
己
は
不
可
能
だ
と
み
な
す
」
と
論
じ
る
。

（
27
）　

上
安
祥
子
『
経
世
論
の
近
世
』（
青
木
書
店
、
二
〇
〇
五
年
）

第
一
部
第
一
章
「
倫
理
と
欲
望
─
藤
原
惺
窩
の
思
想
─
」（
初
出

『
人
間
文
化
研
究
科
年
報
』
一
三
、
一
九
九
八
年
三
月
）、
同
第
二
章

「〈
公
共
〉へ
の
欲
望
─
山
鹿
素
行
の
思
想
─
」（
初
出
『
人
間
文
化
研

究
科
年
報
』
一
七
、
二
〇
〇
二
年
三
月
）。
氏
は
、
惺
窩
が
社
会
の

秩
序
や
規
範
を
乱
す
も
の
と
捉
え
た
欲
望
を
、
素
行
は
む
し
ろ
規
範

形
成
の
契
機
と
し
て
肯
定
的
に
捉
え
直
す
と
い
う
「
転
回
」
の
過
程

を
論
じ
て
い
る
。
そ
れ
は
、「
欲
望
を
単
な
る
私
益
と
し
て
規
制
す

る
の
で
は
な
く
、
私
益
追
求
が
公
益
を
形
成
す
る
も
の
と
な
る
よ
う

に
す
る
、
言
っ
て
み
れ
ば
、
欲
望
を
倫
理
に
す
る
と
い
う
よ
う
な
発

想
」
で
、「
欲
望
こ
そ
が
人
と
人
と
の
関
係
性
を
つ
く
り
だ
す
契
機

で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
の
発
見
」（
三
一
頁
）
で
あ
っ
た
と
す
る
。

  �

（
同
志
社
大
学
特
別
任
用
助
手
）
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